
人KENあゆみちゃん
人権イメージキャラクター
人KENまもる君

12月10日は
人権デーです。

【内校正】B3・2014年2月24日出力

みんなの人権110番
子どもの人権110番
女性の人権ホットライン

（通話料無料）

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00041.html http://www.jinken-library.jp/

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
https://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

インターネット人権相談受付窓口

人権問題でお悩みの方は
ひとりで悩まずに、まずはご相談ください。

考えよう相手の気持ち
　　　　育てよう思いやりの心
考えよう相手の気持ち

　　　　育てよう思いやりの心

みんなで築こう人権の世紀みんなで築こう人権の世紀
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12　1平成26年
（2014）

　

市
人
権
協
会
・
市
企
業
人

権
推
進
連
絡
会
が
街
頭
啓
発

を
行
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
人
権
尊
重
を
呼
び
か
け
ま

す
。

と
　
き　

12
月
６
日
㈯
午
後

　
　
　
　

４
時
ご
ろ

と
こ
ろ　

京
阪
守
口
市
駅
前

　

守
口
地
区
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

と
　
き　

12
月
６
日
㈯
午

　
　
　
　

後
１
〜
４
時

と
こ
ろ　

守
口
文
化
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
（
エ
ナ
ジ

　
　
　
　

ー
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

３
階
会
議
室

第
66
回
人
権
週
間

第
66
回
人
権
週
間

人
権
啓
発
作
文
入
選
作
品

人
権
啓
発
作
文
入
選
作
品

平
成
26
年
度

人
権
週
間
啓
発
強
調
事
項

主
な
内
容

人権室
☎6992-1512

１面 問合先８・９面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10面 ・・・・・・・・・・・・・・・・

11面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12・13面   ・・・・・・・・・・・・・・・・

14・15面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

16面 ・・・・・・・・・・・・・・・・

２面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３面 ・・・・・・・・・・・・・・・

４面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

５面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

６面 ・・・・・・・・・・・・・・・

７面 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

健康にゅーす

保育所などの入所申込受付

消費生活センターだより

施設あんない・伝言板

カメラアイ

年末・年始の業務あんない

税のお知らせ

国民健康保険高額医療の変更

クリーンセンター通信

パブリックコメント

市民一般表彰・教育功労表彰

水道局からのお知らせ

１２月４（木）

～ 　 　 　

１０日（水）

街頭啓発

講演会など

市民
人権なんでも
相談所を開設

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

　―

考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
　
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心―

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基

本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重

し
確
保
す
る
た
め
に
、
す
べ
て

の
人
々
と
国
々
が
達
成
す
べ
き

共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和
23

年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日

の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
「
人

権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚
を

図
る
た
め
全
国
的
に
啓
発
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
・
市
教
育
委
員
会
・
市
人

権
協
会
で
は
、
人
権
の
大
切

さ
、
尊
さ
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
、
考
え
て
い

る
こ
と
、
社
会
に
訴
え
た
い
こ

と
を
表
現
し
、
と
も
に
幸
せ
に

生
き
て
い
け
る
人
権
啓
発
作
文

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
や
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

660
点
か
ら
入
選
作
品
20
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
入
選
作
品
は
、
人
権

啓
発
活
動
に
広
く
活
用
さ
れ
ま

す
。

 

な
お
、
入
選
者
は
12
月
６
日

㈯
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
る

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
」
で
表

彰
し
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
進
め
よ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理

解
を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ

う
○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

人
権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

た
人
権
侵
害
を
や
め
よ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深

め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

を
な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

る
差
別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る

人
権
問
題
に
取
り
組
も
う

ヒューマンライツ・フェスティバル２０１４
ふわふわことば

ありがとうわたしの友だち

うれしかったこと

いじめをしたらダメ

いじめ

じゅん子のなかま

心強い友達

命を大切に

一人一人が考えて

気持ちを考えてあげて

笑顔

私にとっての平和

世界、クラス、自分の平和

私にもできるバリアフリー

いじめをなくすために

戦争について

あいさつの大切さ

平和について

深い傷跡

いじめについて

大久保小

寺方小

三郷小

金田小

第一中

八雲中

錦　中

1

2

3

4

5

6

1

3

丹治　穂香

鍜治　莉々花

重岡　愛那

片山　蘭

栃谷　光

内田　希乃花

長谷川　那奈子

岡崎　波音

礒垣　真純

脇本　愛加

河野　友樹

髙司　瑠七

藤原　愛奈

澤田　真弥

乾　里彩子

西迫　萌

山本　り花

木田　菜々子

桐村　織圭

杉本　菜生

題　名

（順不同・敬称略）人権啓発作文入選者

学校名 氏　名学年

と
き　

12
月
６
日
㈯
午
後
２
時

 　
　

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ　

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

内
容

▽
人
権
啓
発
作
文
入
選
者
表
彰
式

▽
講
演
会
・
テ
ー
マ
「
命
を
大
切
に
す
る
こ

と
、
輝
い
て
生
き
る
こ
と
」

講
師　

道
上
洋
三
さ
ん

　
　
　

（
朝
日
放
送
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

※

入
場
整
理
券
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

会
場
定
員
に
達
し
ま
し
た
の
で
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
じ
ょ
う 

よ
う
ぞ
う



税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

税
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
12
月
を
「
滞
納
徴

収
強
化
月
間
」
と
定
め
、
市
税

滞
納
者
に
対
し
て
夜
間
や
休
日

に
電
話
に
よ
る
催
告
や
訪
問
徴

収
の
実
施
を
強
化
し
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

　

市
に
連
絡
の
な
い
ま
ま
長
期

に
滞
納
す
る
と
、
差
し
押
さ
え

や
差
し
押
さ
え
た
物
件
の
公
売

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

の
で
、
早
急
に
納
税
課
ま
で
連

絡
し
て
下
さ
い
。

　

今
月
は
個
人
市
・
府
民
税

（
普
通
徴
収
分
）
第
４
期
分
の

納
期
で
す
。
12
月
25
日
㈭
ま
で

に
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付

し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
人
は
、
預
金
残
高
を
確

認
し
て
下
さ
い
。　

問
合
先　

納
税
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
８
５
１
〜
１
８
５
４
）

　

従
来
の
市
税
に
関
す
る
申
告

・
届
出
な
ど
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
か

ら
手
続
き
で
き
ま
す
。
利
用
で

き
る
手
続
き
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

○
利
用
時
間

　

８
時
30
分
〜
24
時
（
土
・
日

曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
㈪
〜
１

月
２
日
㈮
を
除
く
）

※

初
め
て
電
子
申
告
を
利
用
す

る
時
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
（
一
社
）
地
方
税

電
子
化
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.eltax.jp/

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

市税の夜間・休日納付相談
　平日、仕事などで忙しい人や、病気・失業など
で市税を納付できない人は利用して下さい。

※来庁時は、夜間休日受付出入口（正面玄関側）
を利用して下さい。
※車で来庁する人を対象に、相談時間帯のみ臨時
　駐車場を夜間休日出入口（正面玄関側）の前に
設置していますが、駐車台数に限りがあります
ので、ご協力をお願いします。

休　　日 12月21日(日)10:00～15:00

夜　　間 12月18日(木)19:30まで

と こ ろ 納税課（市役所1号別館2階
☎6992‒1851～1854）

滞
納
徴
収

強
化
月
間

市
税
は

納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

地
方
税
の
電
子
申
告

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）」

　
　
　

が
利
用
可
能

給
与
特
別

徴
収
制
度

　

個
人
住
民
税
（
個
人
市
民
税

・
府
民
税
）
の
給
与
特
別
徴
収

と
は
、
事
業
所
（
給
与
支
払

者
）
が
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と

同
様
に
、
毎
月
従
業
員
（
給
与

所
得
者
）
に
支
払
う
給
与
か
ら

天
引
き
し
て
納
付
す
る
制
度
で

す
。
地
方
税
法
お
よ
び
条
例
の

規
定
に
よ
り
、
原
則
事
業
所
は

特
別
徴
収
義
務
者
と
し
て
個
人

住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
す
る
こ
と
で
、
自

ら
銀
行
に
支
払
い
に
行
く
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
従
業

員
の
税
額
支
払
回
数
が
年
４
回

か
ら
12
回
と
な
り
、
１
回
当
た

り
の
負
担
額
が
緩
和
さ
れ
る
た

め
、
給
与
特
別
徴
収
し
て
い
な

い
事
業
所
は
、
切
り
替
え
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
従
業
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
は
、
申
請
す
る

こ
と
で
年
12
回
の
納
期
を
年
２

回
と
す
る
納
期
特
例
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
問
合
せ
下
さ

い
。

問
合
先　

課
税
課
市
民
税
係

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
５

６
）
、
納
税
課
（
☎
６
９
９
２

・
１
８
５
２
〜
１
８
５
４
）

26
年
４
月
１
日
を
含
む
課
税
期

間
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
確
定
申
告
書
の
作
成
は
、

帳
簿
な
ど
で
課
税
取
引
を
適
用

さ
れ
る
新
・
旧
税
率
ご
と
に
区

分
し
、
適
用
税
率
ご
と
に
計
算

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

門
真
税
務
署
（
☎
６

９
０
６
・
０
１
８
１
）

大阪府
からの
お知らせ

大阪府
からの
お知らせ

大阪府
からの
お知らせ

大阪府
からの
お知らせ

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
消

費
税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）

の
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成

府税マスコットキャラクター
「タッピー」と「みらい」

　

府
で
は
、
12
月
を
「
税
収
確

保
重
点
月
間
」
と
定
め
、
府
内

の
市
町
村
と
連
携
し
、
滞
納
者

に
対
す
る
徹
底
し
た
催
告
や
財

産
の
差
し
押
さ
え
な
ど
を
行

い
、
納
期
内
に
納
税
し
た
人
と

の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま

す
。

問
合
先　

府
北
河
内
府
税
事
務

所
（
☎
072
・
844
・
１
３
３
１
）

消
費
税
課
税

事
業
者
の
み
な
さ
ん

　

市
の
例
月
出
納
検
査
は
、
平
成
26
年
10
月
15
〜
23
日
ま
で
、
伊
藤
正
伸
、
山
川
勇
一
、
津
嶋
恭
太
の
各
監

査
委
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
平
成
26
年
９
月
末
日
現
在
に
お
け
る
各
会
計
の
収
支
総
額
は
、
左
表
の
と
お
り

で
あ
り
、
各
会
計
と
も
収
支
に
つ
い
て
は
、
正
確
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
先　

監
査
委
員
事
務
局
（
☎
６
９
９
２
・
１
７
９
５
）

例
月
出
納
検
査

一 般 会 計

特 別 会 計
公共下水道
事 業

特 別 会 計
国 民 健 康
保 険 事 業

特 別 会 計
後期高齢者
医 療 事 業

水 道 事 業
会 計

会　 計　 別 金　　額（円）区　　　　　分

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
(繰替)国民健康保険事業会計へ
差 引 残 額
 
収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額
(繰替)一般会計より
(繰替)緑・花基金より
(繰替)減債基金より
(繰替)地域福祉推進基金より
(繰替)生涯学習援助基金より
(繰替)人材育成基金より
(繰替)学校教育施設整備基金より
差 引 残 額

収 入 額
支 出 額
収 支 差 引 額

収　益　の　部
　 収 　 　 　 入
　 支 　 　 　 出
　 　 収 　 支 　 差 　 引 　 額

資　本　の　部
　 収 　 　 　 入
　 支 　 　 　 出
　 　 収 　 支 　 差 　 引 　 額

30,642,693,971
26,073,856,258
4,568,837,713

△ 1,200,000,000
3,368,837,713

2,053,787,689
1,583,680,086
470,107,603

7,429,229,750
8,599,740,791

△ 1,170,511,041
1,200,000,000
12,496,819
1,710,629
5,689,224
4,984,554

610,265,414
306,847,864
971,483,463

718,565,116
484,764,794
233,800,322

1,346,192,724
1,198,553,778
147,638,946

27,996,370
563,111,523

△ 535,115,153

　

市
で
は
、
両
給
付
金
の
申
請

受
付
を
10
月
１
日
ま
で
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
修
正

申
告
な
ど
に
よ
り
平
成
26
年
度

分
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
と
な
っ
た
人
や
災
害
な
ど

の
事
由
に
よ
り
申
請
が
で
き
な

か
っ
た
人
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
場
合
に
つ
い
て
は
、
両
給
付

金
の
申
請
を
平
成
27
年
２
月
27

通
知
さ
れ
ま
す
）
。

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
（
未
登

記
家
屋
）
場
合
は
、
取
り
壊
し

た
後
、
す
み
や
か
に
課
税
課
家

屋
係
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
１

月
１
日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
翌
年
度
か
ら
、
１
月
２

日
以
降
に
取
り
壊
し
た
場
合
に

は
翌
々
年
度
か
ら
固
定
資
産
税

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
こ
れ
を
「
賦
課
期
日
」

と
い
い
ま
す
。
）
現
在
、
固
定

資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資

産
）
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

年
の
途
中
で
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
法

務
局
で
滅
失
登
記
の
申
請
を
行

う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
（
後

日
、
申
請
さ
れ
た
内
容
は
市
へ

日
㈮
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
詐
欺
な
ど
に
注
意

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
ATM

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現

金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

○
ATM
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

○
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
給
付
の
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

健
康
福
祉
部
総
務
課

福
祉
・
子
育
て
給
付
金
担
当

（
☎
６
９
９
２
・
１
５
７
０
）

と
こ
ろ　

佐
太
東
町
２
丁
目
43

番
３
お
よ
び
50
番
１
（
１
千

762
．
60
㎡
）

使
用
期
間　

１
月
１
日
㈷
〜
３

月
31
日
㈫

利
用
対
象　

市
内
で
ス
ポ
ー
ツ

・
余
暇
活
動
を
し
て
い
る
団
体

・
グ
ル
ー
プ

利
用
条
件
な
ど　

受
付
時
に
配

布
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
「
募
集
要
項
」
を
参
照

要
項
な
ど
の
配
布
期
間　

12
月

３
㈬
〜
10
日
㈬

申
請
書
受
付
期
間　

12
月
３
㈬

〜
12
日
㈮

※

要
項
な
ど
の
配
布
お
よ
び
申

請
書
受
付
時
間
は
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
（
正
午
〜
午

後
０
時
45
分
、
土
・
日
曜
、
祝

日
は
除
く
）

配
布
・
提
出
・
問
合
先　

財
産

活
用
課
（
☎
６
９
９
２
・
１
３

８
６
）

臨時福祉給付金および
子育て世帯臨時

特例給付金について

臨時福祉給付金および
子育て世帯臨時

特例給付金について

スポーツ・余暇
活動のための
一般開放

スポーツ・余暇
活動のための
一般開放

ご存知ですか
固定資産税・都市計画税
～家屋の滅失～

ご存知ですか
固定資産税・都市計画税
～家屋の滅失～

　個人市民税・府民税（普通徴収分）、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税の納付には、口座振替（自
動払込）を利用して下さい。
問合先　納税課（☎6992‒1851～1854）

納付には便利な
口座振替（自動払込）のご利用を

※守口市では、いずれの税目もプレ申告・電子納税サービスには対応していません。

確定申告、中間申告、修正申告　など

納付申告、修正申告、免税点以下申告、
事業所用家屋貸付等申告

全資産申告（電算処理分）、増加資産・減少資産申告
給与支払報告、給与支払報告・特別徴収に係る
給与所得者異動届出、普通徴収から特別徴収へ
の変更申請　など

法人設立・設置届出・異動届

事業所等新設・廃止申告

－

特別徴収義務者の所在地・
名称等変更届出

法人市民税

事業所税

固定資産(償却資産)

個人市民税・
府民税

税　　目 申　　告 申 請 ・ 届 出
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平
成
27
年
１
月
１
日
㈷
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
70
歳
未
満
の
人
の
高
額
医
療

の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す
（
左
表
）
。

　

こ
れ
ま
で
、
前
年
中
の
所
得

に
応
じ
て
３
つ
の
区
分
（
上

位
、
一
般
、
市
民
税
非
課
税
）

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
負

担
能
力
に
応
じ
た
負
担
を
求
め

る
観
点
か
ら
所
得
要
件
が
よ
り

細
か
く
な
り
、
５
つ
の
区
分
に

分
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
「
平
成
26
年
12

月
31
日
」
と
印
字
さ
れ
て
い
る

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た

は
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
有
効
期
限
を
更
新
し

た
新
し
い
認
定
証
を
自
宅
へ
送

付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
合
せ
下
さ

い
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
４
５
）

　

柔
道
整
復
師
と
は
、
骨
折
、

脱
き
ゅ
う
、
ね
ん
ざ
、
打
撲
や

肉
離
れ
な
ど
の
痛
み
に
対
し
て

施
術
を
行
う
専
門
家
で
す
。
整

骨
院
や
接
骨
院
の
施
術
を
受
け

る
時
に
は
、
健
康
保
険
が
使
え

る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
き
ち
ん
と
理
解
し
て

正
し
く
施
術
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

健
康
保
険
が
使
え
る
場
合

○
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
、
打
撲
、

肉
離
れ

○
骨
折
、
脱
き
ゅ
う
（
応
急
手

当
の
場
合
以
外
は
医
師
の
同

意
が
必
要
）

健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

○
単
な
る
肩
こ
り
、
日
常
生
活

に
よ
る
疲
れ
や
筋
肉
疲
労
な

ど
○
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ

対
象
疾
患
の
治
療
を
受
け
て

い
る
間

施
術
を
受
け
る
と
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
注
意
事
項

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
ま

し
ょ
う
。

○
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
後

発
医
薬
品
と
も
言
わ
れ
、
新
薬

（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
、
新
薬
と
同
じ
有
効

成
分
を
使
っ
て
つ
く
ら
れ
た
薬

で
す
。
後
発
医
薬
品
は
開
発
費

が
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
た

め
、
安
く
購
入
す
る
こ
と
が
で

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

係
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
・
相
談

を
弁
護
士
が
伺
い
ま
す
。

　

電
話
ま
た
は
窓
口
で
事
前
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
く
す
の
き
広
域
連
合

（
本
部
・
支
所
）
で
は
、
介
護

保
険
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

と
　
き　

原
則
、
毎
月
第
２
水

曜
日
午
後
２
〜
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
１
号
別
館
市

民
相
談
室

相
談
時
間　

１
時
間
以
内

申
込
・
問
合
先　

く
す
の
き
広

域
連
合
守
口
支
所
（
高
齢
介
護

課
内
）
（
☎
６
９
９
２
・
２
１

８
０
）
、
く
す
の
き
広
域
連
合

総
務
課
（
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
（
☎
６
９
９
５
・
１
５
１

６
）

き
、
新
薬
と
同
じ
効
能
・
効
果

が
あ
る
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い

る
医
薬
品
で
す
。

　

保
険
課
で
は
国
民
健
康
保
険

加
入
者
を
対
象
に
、
保
険
証
送

付
時
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

希
望
す
る
場
合
は
、
保
険
証
に

貼
付
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
症
状
や
病
状
に
よ
っ

て
は
新
薬
し
か
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤
師

と
相
談
し
て
利
用
し
て
下
さ

い
。

　

家
計
や
医
療
保
険
財
政
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
４
５
）

ょ
う
。

○
施
術
後
は
療
養
費
支
給
申
請

書
の
施
術
内
容
を
確
認
し
、

サ
イ
ン
を
し
て
下
さ
い
。

○
施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
医
師
の
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費

用
の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
保

険
者
（
市
役
所
や
健
康
保
険
組

合
な
ど
）
へ
請
求
し
て
保
険
適

用
分
の
支
給
を
受
け
る
「
償
還

払
い
」
が
原
則
で
す
が
、
柔
道

整
復
師
の
施
術
に
つ
い
て
は
、

例
外
的
に
、
患
者
が
自
己
負
担

額
分
の
み
を
柔
道
整
復
師
に
支

払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患
者
に

代
わ
っ
て
保
険
適
用
分
の
費
用

を
保
険
者
に
請
求
す
る
「
受
領

委
任
」
と
い
う
方
法
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
柔
道
整
復
師

に
よ
る
施
術
を
病
院
や
診
療
所

な
ど
の
診
療
と
同
じ
よ
う
に
、

自
己
負
担
分
の
み
を
支
払
う
こ

と
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
柔
道
整
復
師
が
患

者
の
代
わ
り
に
保
険
請
求
を
行

う
た
め
、
施
術
を
受
け
る
と
き

は
、
療
養
費
支
給
申
請
書
に
患

者
の
サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。

問
合
先　

保
険
課
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
４
５
）

　

市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
な
交
付

請
求
（
不
正
取
得
）
を
抑
止
す

る
た
め
、
本
人
通
知
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
前
に
登
録

す
る
こ
と
で
、
登
録
者
の
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を

代
理
人
を
含
め
た
第
三
者
に
交

付
し
た
時
、
本
人
に
通
知
す
る

制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
不

正
取
得
が
発
覚
す
る
可
能
性
が

高
ま
り
、
抑
止
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。

　

12
月
か
ら
は
、
更
に
不
正
取

得
の
抑
止
効
果
を
向
上
す
る
た

め
、
不
正
取
得
が
明
ら
か
に
な

っ
た
場
合
、
登
録
者
の
希
望
に

よ
り
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
も

通
知
を
行
う
よ
う
に
制
度
を
改

め
ま
し
た
。
登
録
日
以
前
に
不

正
取
得
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
も
通
知
し
ま
す
（
文
書
保
存

年
限
内
に
限
る
）
。

　

ま
た
、
継
続
手
続
き
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
登
録
期
間

の
３
年
間
を
廃
止
し
ま
し
た
。

登
録
で
き
る
人

○
守
口
市
の
住
民
基
本
台
帳
、

戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
５
年
以
内
に
除
か

れ
た
人
を
含
む
）

○
守
口
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
（
除
か
れ
た
人
を

含
む
）

登
録
に
必
要
な
も
の

○
本
人
の
申
し
込
み

　

本
人
確
認
書
類
（
写
真
付
き    

　

住
基
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証

　

な
ど
）

○
法
定
代
理
人
に
よ
る
申
し
込

　

み

　

法
定
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を

　

証
明
す
る
書
類
（
戸
籍
謄
本

　

な
ど
）
と
、
本
人
確
認
書
類

○
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み

　

委
任
状
と
本
人
確
認
書
類

※

本
人
確
認
書
類
は
コ
ピ
ー
を

取
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ

い
。

登
録
申
込
先

　

総
合
窓
口
課
（
１
号
別
館
１

階
）
、
市
民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー

通
知
内
容

○
発
行
し
た
証
明
書
の
種
類

○
交
付
日

○
交
付
枚
数
（
不
正
取
得
が
あ

っ
た
場
合
は
、
不
正
取
得
者

の
氏
名
と
不
正
取
得
の
認
定

理
由
も
あ
わ
せ
て
通
知
）

※

通
知
を
受
け
た
人
の
う
ち
、

希
望
す
る
人
は
、
個
人
情
報
の

開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
合
先　

総
合
窓
口
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
２
５
）

国
民
健
康
保
険
高
額
医
療
の

自
己
負
担
限
度
額（
月
額
）

国
民
健
康
保
険
高
額
医
療
の

自
己
負
担
限
度
額（
月
額
）

平
成
27
年
１
月
１
日（
祝
）か
ら

本
人
通
知
制
度
に
登
録
を

本
人
通
知
制
度
に
登
録
を

不
正
取
得
は
許
し
ま
せ
ん

夜間・休日納付相談国民健康
保険料

　平日や昼間、仕事などで忙しい人は利用し
て下さい。

※来庁時は、夜間休日受付出入口（正面玄
関側）を利用して下さい。
※車で来庁した人を対象に、相談時間帯の
み臨時駐車場を夜間休日受付出入口（正
面玄関側）の前に設置していますが、駐
車台数に限りがありますので、ご協力を
お願いします。

休　　日 12月21日(日)　10:00～15:00

夜　　間 12月15(月)・16(火)・18(木)・
19日(金)
いずれも19 : 30まで

と こ ろ 保険収納課、保険課(市役所本館
1階、☎6992‒1538､1532､1545）

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・

接
骨
院
）の
正
し
い
か
か
り
方

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・

接
骨
院
）の
正
し
い
か
か
り
方

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

介護保険
苦情専門
相談

介護保険
苦情専門
相談

　執務時間外の受領および交付（年末年始を除
く）は、京阪守口市駅前「市民サービスコーナ
ー」で取り扱います。

　婚姻届など戸籍の届出（死亡届を除く）は、
従来どおり市役所夜間休日受付窓口で受領し
ます。

問合先　総合窓口課（☎6992‒1525)

年末年始を除く取り扱い

年末年始の取り扱い
【12月29日(月)～1月3日(土)】

年末年始の
死亡・死産届の受領
埋火葬許可証の交付

本庁(休日夜間受付窓口)

9：00～17：30(12：00～13：00を除く)

場　所

時　間

17：30～21：009：00～17：30

9：00～18：00

10：00～16：00
閉　　庁

本庁(総合窓口課) 市民サービスコーナー

平日

土曜日

日曜・祝日

70歳未満の人の高額医療の自己負担限度額

世帯全ての国保被
保険者の合計所得
金額が210万円以
下の人

57,600円(○多44,400円)

ア　上位所得
　　の人

イ　市民税
　　非課税
　　の人

ウ　一般所得
　　の人

所 得 区 分

所得区分がア・イ
以外の人

同一世帯の世帯主
および全ての国保
被保険者が市民税
非課税の人

世帯全ての国保被
保険者の合計所得
金額が600万円を
超える人

同一世帯の世帯主
および全ての国保
被保険者が市民税
非課税の人

世帯全ての国保被
保険者の合計所得
金額が210万円を
超え､600万円以
下の人

世帯全ての国保被
保険者の合計所得
金額が600万円を
超え､901万円以
下の人

世帯全ての国保被
保険者の合計所得
金額が901万円を
超える人

所得要件
(平成26年度
市民税所得金額)

所得要件
(平成26年度

市民税所得金額)
自己負担限度額
(平成27年1月から)

自己負担限度額
(平成26年12月まで)

252,600円＋(総医療費
－842,000円)×1％
　　　 (○多140,100円)

150,000円＋(総医療費
－500,000円)×1％
　　　　(○多83,400円) 167,400円＋(総医療費

－558,000円)×1％
　　　　(○多93,000円)

35,400円(○多24,600円)35,400円(○多24,600円)

80,100円＋(総医療費
－267,000円)×1％
　　　　(○多44,400円)

80,100円＋(総医療費
－267,000円)×1％
　　　　(○多44,400円)

制 度 改 正 前 制 度 改 正 後
変更

※多数該当(○多)･･･同一世帯で受診月を含め、過去直近1年間に4回以上自己負担限度額を支払った場合
　　　　　　　　 の4回目以降の自己負担限度額
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相談時間内に、利用して下さい。

ただし12月15日㈪～
1月15日㈭は除く

秘密厳守・無料

大日サービスコーナー
ところ　イオンモール大日内

　　　　　　　　（１階郵便局前入口）

相談内容 とき（祝日は除く） 問 合 先

心配ごと
相談

社会福祉協議会
☎６９９２－２７１５

進路選択
支援相談

市教委
学校教育課
☎６９９５－３１５１

※進学意欲を持ちながら、家庭事情や
経済的な理由で就学することが難しい
生徒や保護者を対象に、進路選択支援
相談員が、進路や奨学金などの相談や
必要な情報を伝える窓口を設置。

12月5・12日

相 談 内 容 とき（祝日は除く） 予 約 ・ そ の 他 問 合 先

心配ごと相談 毎週月曜日 ～ 当日相談コーナーへただし12月15日(月)～1月15日(木)は除く 社会福祉協議会☎６９９２－２７１５

法律相談
（要予約）

弁護士 毎週木曜日 ～
（前日が休日の時は当日の9:00～）

　　　　　　１３５６

司法書士 毎月第２～４火曜日 ～

登記相談
（要予約）

司法書士
毎月第２水曜日 ～

分
予約は電話で相談日の前日 ～

～）土地家屋調査士

税務相談
（要予約） 税理士 毎月第２金曜日 ～

分
予約は電話で相談日の前日 ～

～）
行政相談（要予約） 毎月第４火曜日 ～ 予約は前日までに ※12月24日㈬開設

介護保険苦情相談（要予約）毎月第２水曜日 ～ 予約は前日までに
くすのき広域連合☎６９９５－１５１６
守口支所高齢介護課内☎６９９２－２１８０

女性の悩み相談（要予約） 毎月第１～４火曜日 ～ 予約は前日までに

☎６９９２－１３５３
広報広聴課

人権室
☎６９９２－１５１２人権相談

～
毎週木曜日 ～ 当日相談コーナーへ

毎月第３木曜日 ～ 菊水老人福祉センターへ
精神保健福祉相談（要予約）毎週水曜日 ～ 予約は前日までに 障害福祉課☎６９９２－１６３５

～日常生活のさまざまな問題や悩みの相談に応じています～
※12月27日㈯～1月4日㈰は休み市民相談（12月分） ところ　市役所１号別館市民相談コーナー

69 「しない。させない。ゆるさない。」
不法投棄は犯罪です。

持ち込みごみについて

配布場所

ごみの出し方について
【お願い】

持ち込みごみ（有料）

8383

　不法投棄のないきれいな町にするために、
市民のみなさんのご協力をお願いします。　
　違反者には、最高５年以下の懲役、
１,０００万円以下の罰金が科せられます。

守口市ごみ減量キャラクター
「くりあ」

こ
こ
に

捨
て
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。

ど
う
し
た
の
？ 不

法
投
棄
を

さ
せ
な
い
た
め
に

各公民館（10館・1分室）
市民・大日サービスコーナー
市役所

45ℓ以下の無色･透明の袋で出してネ。
★可燃・プラ製容器包装ゴミは、午前9時までに
★古紙･古布、びん･ガラス･空き缶･ペットボトル
　粗大ごみ（大型ごみ･粗ごみ）は、午前8時までに出してネ。

受  付 日　毎週月～金曜日（祝日含む）
　　　　　※年末年始除く
受付時間　　9：00～11：30
　　　　　13：00～15：30

作　六倉　実結
むつくら　　　み  ゆい

不法投棄は
犯罪です！
　　　の巻

　
自
分
の
所
有
地
（
管
理
地
）
に
不
法

投
棄
を
さ
れ
る
と
、
自
ら
の
責
任
で
ご

み
を
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、

常
に
土
地
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
積
場
所
も
含

み
ま
す
）

　持ち込みをする際、クリーンセンター内の計量所にて受付をし、申請用紙に記入して
いただいています。受付申請を円滑に行えるよう申請用紙を各公民館などに9月より設
置しています。
　持ち込みする場合は、事前に申請用紙に記入し持参して下さい。また、市ホームペー
ジにも掲載していますので利用して下さい。

こ
の
人
が
犯
人
な
ん
だ
。

だ
め
じ
ゃ
な
い
か
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
だ
よ
！

違
反
者
に
は

重
い
罰
則
が
科
さ
れ
る
し

周
辺
地
域
の
方
々
に
も

迷
惑
が
か
か
る
ん
だ
よ
！

不
法
投
棄
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

不
法
投
棄
を
目
撃
し
た
と
き
は

警
察
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
ネ
。

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

な
ん
だ
っ
て
？ 

も
う
し
な
い
よ
。

（
☎
６
９
９
１
・
３
８
４
０
）
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わ
か
す
ぎ
園
、
ム
ー
ブ
21
、
エ

ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル
に
募
集
要
項
お

よ
び
意
見
提
出
用
紙
を
設
置
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。

提
出
方
法

①
閲
覧
場
所
へ
持
ち
込
み

②
郵
送　

〒
570-

８
６
６
６
京

阪
本
通
２-

２-

５
こ
ど
も
政

策
課※

12
月
19
日
㈮
の
消
印
有

効③　
　

６
９
９
４
・
１
６
９
１

④
Ｅ
メ
ー
ル　

kodomo_seisa
ku_ka@city-moriguchi-osaka.
jp※

住
所
、
氏
名
お
よ
び
連
絡
先

は
必
ず
記
載
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

こ
ど
も
政
策
課
（
☎

６
９
９
２
・
１
６
６
５
）

　

市
で
は
、
守
口
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
を
設
置
し
、
平
成

27
年
度
か
ら
５
年
間
の
就
学
前

の
教
育
・
保
育
の
確
保
方
策
や

地
域
で
の
子
育
て
支
援
の
今
後

の
方
向
性
を
示
す
「
守
口
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

（
案
）
」
の
作
成
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

募
集
期
間　

11
月
28
日
㈮
〜
12

月
19
日
㈮

閲
覧
場
所　

こ
ど
も
政
策
課
、

保
育
・
幼
稚
園
課
、
各
公
民

館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
わ
か
く
さ
・

解
決
へ
の
一
歩
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。

相
談
日　

毎
週
木
・
土
曜
日

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

と
こ
ろ　

京
阪
守
口
市
駅
前
テ

ル
プ
ラ
ザ
２
階
ラ
ポ
ー
ル

※

予
約
制
・
秘
密
厳
守
・
相
談

無
料

予
約
・
問
合
先　

地
域
振
興
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
９

０
）
、
ラ
ポ
ー
ル
（
☎
６
９
９

２
・
１
２
９
０
）

　

「
サ
ラ
金
な
ど
の
多
重
債
務

で
返
済
に
困
っ
て
い
る
の
で
す

が…

」
「
住
宅
ロ
ー
ン
が
払
え

な
く
て…

」
「
セ
ク
ハ
ラ
・
パ

ワ
ハ
ラ
・
職
場
で
の
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
を
受
け
た
ら…

」

「
会
社
を
一
方
的
に
解
雇
さ
れ

た
の
で
す
が…

」
「
未
払
い
・

不
払
い
の
残
業
代
を
請
求
す
る

に
は…

」
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

見
分
け
方
は…

」

　

借
金
の
返
済
過
多
・
職
場
の

ト
ラ
ブ
ル
・
労
働
問
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
お
応
え
し
、

○
法
律
・
条
例
に
基
づ
く
行
政

指
導
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
行

政
指
導
が
当
該
法
律
・
条
例
に

規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
な
い

と
思
う
場
合
に
、
書
面
で
中
止

な
ど
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
１
㈪
〜
１
月

６
日
㈫

閲
覧
場
所　

市
役
所
（
法
制
文

書
課
お
よ
び
守
口
市
情
報
コ
ー

ナ
ー
）
、
公
民
館
な
ど
の
市
施

設
に
募
集
要
領
お
よ
び
意
見
提

　

守
口
市
行
政
手
続
条
例
の
一

部
改
正
を
次
の
と
お
り
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
場

所
に
設
置
、
掲
載
な
ど
を
し
て

い
ま
す
。

改
正
に
つ
い
て

○
法
令
違
反
の
事
実
を
発
見
し

た
場
合
に
、
処
分
・
指
導
権
限

が
あ
る
市
の
機
関
に
対
し
て
、

書
面
で
具
体
的
な
事
実
を
示

し
、
そ
の
是
正
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
東
部
エ
リ
ア
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施
設
を

旧
藤
田
中
学
校
跡
地
に
建
設
す

る
に
あ
た
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
意
見
を
基
本
設
計
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
８
月
か
ら
４
回

に
わ
た
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
終
回
で
あ
る
第
４
回
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
11
月
13
日
開

催
）
で
は
、
第
１
〜
３
回
で
頂

い
た
意
見
や
提
案
を
も
と
に
、

検
討
結
果
を
ま
と
め
た
基
本
設

計
最
終
案
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
終
案
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
さ
れ
た
主
な
意
見
や
概
要

を
ま
と
め
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
、

各
公
民
館
で
閲
覧
で
き
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
）

リ サ イ ク ル 情 報リ サ イ ク ル 情 報
登録受付・紹介のみ

（品物はお預かりしていません）
【受付日】
12月8日（月）9:30～15:00

　　9日（火）9:30～12:00

市消費生活リーダークラブ
（市消費生活センター内）

☎6992‒1336
☆ゆずります
○液晶テレビ（40インチ）○ソファー（3
人掛）○三面鏡（いす付）○卓球台（ラ
ケット、球付き）○ベビーチェア（ロー
タイプ・折りたたみ式）○フラワーアレ
ンジメント用資材（フォーム、トレイ、
ポート）○文机（折りたたみ式）○電気
ファンヒーター（キャスター付き）
※申し込み多数の場合は9日(火)の受付終
了後にセンターで抽せんします。

★求めています
○小型犬用バギー　○地デジチューナー
○地デジ対応テレビ（16～22インチ）
※リサイクル品の故障や破損に関するト
ラブルについては、責任は負いません。

出
用
紙
を
設
置
。
ま
た
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

提
出
方
法

①
閲
覧
場
所
へ
持
ち
込
み　

※

施
設
に
よ
っ
て
休
日
が
異
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

②
郵
送　

〒
570-

８
６
６
６
京

阪
本
通
２-

２-

５
法
制
文
書

課※

１
月
６
日
㈫
の
消
印
有
効

③　
　

６
９
９
４
・
１
６
９
１

④
Ｅ
メ
ー
ル　

Mori_bunsyo
@city-moriguchi-osaka.jp
※

住
所
、
氏
名
お
よ
び
連
絡
先

は
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

提
出
・
問
合
先　

法
制
文
書
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
２
７
）

守
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画（
案
）

12月10㈬～16日㈫

守
口
市
行
政
手
続
条
例
の

一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

基本設計最終案が完成

　

守
口
市
で
お
預
か
り
し
た
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
大
阪

府
支
部
を
通
じ
て
被
災
地
へ
全

額
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

10
月
１
〜
31
日
ま
で
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

西
谷
基
子
（
敬
称
略
）

　

10
月
31
日
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
義
援
金
の
総
額
は
３
千
80
万

６
千
325
円
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
義
援
金
の
受
付

は
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

危
機
管
理
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
４
９
６
）

東
日
本
大
震
災
義
援
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善

意
　

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

（
公
社
）
守
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
匿
名
１
件

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

北朝鮮人権侵害

問題啓発週間

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

地域コミュニティ
拠点施設だより❼
地域コミュニティ
拠点施設だより❼

～平成２７年１月１日号から～

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
簡
単

に
読
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
下
さ
い
。

　

設
定
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

い
。

問
合
先　

広
報
広
聴
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
３
５
３
、
１
３
５

６
）

　　

「
広
報
も
り
ぐ
ち
」
が
電
子

書
籍
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
１
月
１
日
号
か

ら
、
「
広
報
も
り
ぐ
ち
」
が
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
Ａ
４
冊
子
版

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

「
見
や
す
い
」
「
ス
ッ
キ
リ

し
た
誌
面
」
を
作
成
し
、
新
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
今
ま

で
以
上
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
誌
面
作
り
を
目

指
し
ま
す
。

「広報もりぐち」
Ａ４冊子に

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵

害
問
題
に
つ
い
て
、
国
民
の
関

心
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
国
で
は
、
国
連
総
会

本
会
議
に
お
い
て
「
北
朝
鮮
の

人
権
状
況
」
決
議
が
採
択
さ
れ

た
日
（
２
０
０
５
年
12
月
16

日
）
を
記
念
し
て
、
毎
年
12
月

16
日
を
最
終
日
と
し
た
１
週
間

を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、
全
国
的
に
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）
、
守
口
警
察

署
（
☎
６
９
９
４
・
１
２
３

４
）

多
重
債
務
・

労
働
問
題
相
談

福祉の生活総合相談窓口
　

市
で
は
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
日

常
生
活
に
お
け
る

悩
み
や
福
祉
制
度

な
ど
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
る
た

め
、
心
配
ご
と
相

談
員
と
(※)
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
福

祉
専
門
の
相
談
員
）
に
よ
る
相
談
窓

口
を
、
下
表
（
市
内
６
か
所
）
の
施

設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
利

用
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
心
配
ご
と
相
談
は
12
月
15

日
㈪
〜
１
月
15
日
㈭
ま
で
お
休
み
で

す
。

※コミュニティソーシャルワーカー（福祉専門の相談員）とは？
援護を必要とする高齢者、障害のある人、ひとり親家庭などの福祉の向上
と自立生活を支援するための専門職です。
暮らしに関わるさまざまな問題を解決できるように支援します。

種　類 場　所 相談時間 問合先

心配ごと相談

※コミュニティ
ソーシャル
ワーカー

（福祉専門の相談員）
守口市いきいきネット相談支援センター
（佐太老人福祉センター内）

佐太中町7－5－2

守口市いきいきネット相談支援センター
（菊水老人福祉センター内）

菊水通2－5－7

守口市いきいきネット相談支援センター
（旧坂部医院）
大久保町1－51－5

守口市いきいきネット相談支援センター
（旧消費生活センター、

　守口市社会福祉協議会事務局）
寺内町1－16－5

イオンモール大日内
大日サービスコーナー

市役所1号別館1階
市民相談コーナー

毎週木曜日
13:00～16:00

毎週月～金曜日
9:00～17:30

毎週月曜日
13:00～16:00

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
６
９
９
２
・
２
７
１
５
）

月・水・
木・金曜日
9:00～17:00

毎週火曜日
9:30～17:00

毎週木曜日
9:30～17:00

手
軽
に
読
め
る

「
広
報
も
り
ぐ
ち
」

〜
ｉ
広
報
紙
〜
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市
は
市
制
施
行
記
念
日
の
11

月
１
日
に
、
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
地
方
自
治
、
社
会
福
祉

や
教
育
・
文
化
関
係
な
ど
、
次

の
48
人
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し

た
。

土
井
廣
、
鎌
倉
喜
代
子
、
木
口

勝
利
、
益
野
滋
朗
、
北
野
貞

子
、
半
田
豊
美
、
中
川
伊
佐

和
、
出
口
順
子
、
蔦
佳
尚
、
恵

田
敏
信
、
笹
田
典
雄
、
山
元
淳

志
、
中
村
惠
美
子
、
竹
内
司
、

竹
元
隆
志
、
河
井
孝
治
、
箕
嶋

マ
キ
ヱ
、
戸
田
勲
、
平
田
厚

男
、
首
藤
忍
、
久
野
光
子
、
藤

本
佳
世
子
、
東
博
祐
、
平
山
ア

イ
子
、
福
田
良
直
、
天
岡
芳

野
、
東
惠
美
子
、
藤
本
玉
美
、

萩
原
朋
子
、
青
野
マ
サ
ヱ
、
柳

本
愛
子
、
杉
田
収
子
、
井
本
寛

一
、
井
上
登
志
、
赤
楚
邦
彦
、

西
口
秀
幸
、
寺
北
久
信
、
佃
宏

能
、
瀧
井
辰
三
、
大
前
章
子
、

新
田
章
子
、
山
本
卓
子
、
辻
本

惠
美
子
、
川
端
義
孝
、
上
田

博
、
柳
本
利
幸
、
西
川
賢
、
井

植
達
郎

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

市
教
育
委
員
会
は
11
月
１

日
、
教
育
に
功
労
の
あ
っ
た
68

人
１
団
体
の
方
々
を
表
彰
し
ま

し
た
。

【
学
校
教
育
関
係
】

塩
見
勝
、
中
村
佳
預
子
、
河
合

啓
次
、
加
藤
礼
、
清
田
惠
子
、

中
村
隆
之
、
河
田
英
子

【
生
涯
学
習
関
係
】

讃
岐
信
子

【
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
関
係
】

山
内
一
宏
、
倉
谷
あ
き
子
、
星

川
協
補
、
東
浦
克
巳
、
山
田
美

佐
子
、
髙
石
哲
、
佐
々
木
佐
智

子
、
百
々
和
宏
、
藤
田
耕
平
、

西
端
日
登
美
、
松
原
君
枝
、
山

本
成
雄
、
河
村
忠
幸
、
南
野

峰
、
北
町
純
一
、
塩
塚
和
也
、

玉
田
琢
磨
、
西
繁
治
、
岡
山
博

志
、
太
田
美
由
紀
、
赤
塚
康

彦
、
楠
信
夫
、
森
本
恒
雄
、
松

尾
義
行
、
南
孝
司
、
中
島
雄

治
、
曽
我
一
郎
、
辻
洋
子

【
公
民
館
関
係
】

山
部
夏
子
、
渡
邊
洋
、
佐
藤
和

枝
、
奥
井
久
子
、
宮
本
美
代

子
、
南
成
義
、
長
安
廣
、
辻
本

惠
美
子
、
濵
西
明
美
、
栗
本
健

司
、
山
口
拓
也
、
西
口
日
出

夫
、
日
髙
郁
子
、
中
西
健
二
、

豊
田
順
子
、
金
馬
邦
夫
、
西
村

千
代
美
、
佐
川
二
三
男
、
杉
岡

信
子
、
山
本
憲
三
、
大
西
重

一
、
森
松
造

【
競
技
関
係
】

好
川
さ
く
ら
、
尾
寺
夏
未
、
和

田
佳
央
世
、
西
尾
真
、
村
上
安

穏
、
河
野
弦
二
郎
、
河
野
サ

ヨ
、
田
中
雅
樹
、
梅
北
亘
、
田

村
ひ
ろ
み
、
守
口
市
立
錦
中
学

校
準
硬
式
野
球
部

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

も
う
15
年
く
ら
い
前
の
こ
と

に
な
る
。
某
大
企
業
の
人
事
担

当
の
人
と
話
し
て
い
た
と
き
の

こ
と
だ
。
「
入
社
試
験
の
成
績

だ
け
で
見
る
と
、
７
対
３
く
ら

い
で
女
子
が
男
子
を
上
回
る
。

し
か
し
、
面
接
な
ど
で
最
終
的

に
は
、
男
女
の
割
合
を
７
対
３

く
ら
い
で
男
子
優
位
で
採
用
す

る
の
だ
」
と
い
っ
た
話
が
出

た
。
女
性
差
別
は
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
も
あ
る
。

　

昨
年
、
あ
る
男
性
雑
誌
で
、

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
記
事
を
読
ん

だ
。
こ
こ
で
も
、
入
社
試
験
で

大
体
「
７
対
３
」
で
女
性
優
位

と
書
か
れ
て
い
た
。

　

こ
の
状
況
を
国
際
社
会
は
ど

う
見
る
だ
ろ
う
か
。
も
う
10
年

以
上
も
前
、
政
府
の
男
女
共
同

参
画
の
委
員
を
し
て
い
た
と
き

の
こ
と
だ
。
経
済
産
業
省
の
人

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
。
日
本
の

経
済
活
動
で
の
女
性
参
加
率
の

低
さ
に
つ
い
て
、
あ
る
国
際
会

議
で
「
優
秀
な
女
性
を
活
用
し

な
い
な
ん
て
、
日
本
社
会
は
、

な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を

し
て
い
る
ん
だ
」
と
言
わ
れ
た

そ
う
だ
。
ま
あ
、
こ
れ
が
世
界

の
常
識
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　

実
際
こ
こ
20
年
近
く
、
欧
米

社
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
女
子
と
比
較
し
た
と
き
の

男
子
の
学
力
低
下
問
題
だ
。

典
型
的
な
の
が
、
大
学
進
学
率

の
男
女
差
で
あ
る
。
１
９
９
０

年
代
初
頭
ま
で
経
済
の
発
展
し

た
諸
国
の
多
く
は
、
大
学
進
学

率
に
お
い
て
男
子
が
女
子
を
上

回
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
１

９
９
０
年
代
半
ば
以
後
、
ほ
と

ん
ど
の
国
で
、
大
学
進
学
率
で

女
子
が
男
子
を
上
回
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。
経
済
の
発
達
し

た
諸
国
の
協
議
体
で
あ
る
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

加
盟
国
の
平
均
を
見
る
と
、
約

10
％
女
子
が
男
子
を
上
回
っ
て

い
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
女
性
の
意

識
変
革
と
、
男
子
の
学
力
低
下

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
、
男
子
が
就
職
の
た
め

職
業
専
門
学
校
へ
行
く
と
い
う

流
れ
も
、
こ
う
し
た
現
象
の
背

後
に
は
あ
る
だ
ろ
う
）
。
そ
の

結
果
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
（
約

30
か
国
）
で
、
男
子
が
女
子
よ

り
大
学
進
学
率
が
高
い
の
は
、

日
本
と
ト
ル
コ
と
韓
国
の
３
か

国
の
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
な
ど
で
は
、
す
で
に

男
子
に
対
す
る
男
女
平
等
教
育

の
徹
底
と
と
も
に
、
男
子
の
学

力
低
下
へ
の
対
策
が
始
ま
っ
て

お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

申
請
資
格　

市
内
に
在
住
す
る

生
徒
で
、
進
学
の
希
望
が
あ
り

な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
人
（
審
査
あ
り
）

※

日
本
学
生
支
援
機
構
、
大
阪

府
育
英
会
ま
た
は
こ
れ
に
類
す

る
業
務
を
主
た
る
目
的
と
す
る

団
体
か
ら
、
奨
学
資
金
の
貸
付

け
ま
た
は
給
付
を
受
け
な
い
人

に
限
り
ま
す
。

返
還　

貸
付
終
了
後
、
１
年
間

据
え
置
き
返
還
開
始

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
１

月
31
日
㈯
（
土
・
日
曜
、
祝

日
、
12
月
27
日
㈯
〜
１
月
４
日

㈰
は
除
く
）

申
請
書
設
置
場
所　

市
教
委
・

総
務
課
、
各
公
民
館
、
市
内
中

・
高
等
学
校

※

入
学
準
備
金
は
、
各
学
校
の

入
学
手
続
き
に
間
に
合
う
よ
う

に
貸
し
付
け
る
こ
と
を
約
束
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

修
学
金
は
、
貸
付
決
定
を
受

け
て
も
、
授
業
料
無
償
化
に
該

当
す
る
高
等
学
校
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
（
高
等
課

程
）
に
修
学
す
る
場
合
で
授
業

料
の
実
質
負
担
が
な
い
と
き

は
、
そ
の
間
の
貸
付
は
停
止
さ

れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

市
教
委
・
総

務
課
（
☎
６
９
９
５
・
３
１
５

２
）

い
る
。
日
本
で
は
ま
だ
認
知
さ

れ
て
い
な
い
男
子
の
学
力
低
下

問
題
だ
が
、
日
本
で
も
お
そ
ら

く
「
見
え
な
い
課
題
」
と
し
て

実
は
根
深
く
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

教
授
・
伊
藤
公
雄
氏
（
５
回
シ

リ
ー
ズ
）

※

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

の
感
想
は
、
人
権
室
ま
で
お
寄

せ
下
さ
い
。

問
合
先　

人
権
室
（
☎
６
９
９

２
・
１
５
１
２
）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
児
童
生

徒
数
の
減
少
が
進
む
旧
滝
井
小

学
校
と
旧
春
日
小
学
校
を
統
合

（
平
成
26
年
４
月
さ
つ
き
小
学

校
に
統
合
）
し
、
第
三
中
学
校

の
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
を

設
置
す
る
と
し
て
、
平
成
25
年

２
月
に
守
口
市
立
小
中
一
貫
校

施
設
整
備
実
施
計
画
（
以
下

「
実
施
計
画
」
）
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

「
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
４
月
の
新
設
校
開
校

を
目
指
し
、
平
成
26
年
10
月
に

施
工
業
者
を
決
定
し
、
校
舎
新

築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
校
は
、
学
び
を
つ
な
げ

る
、
人
が
つ
な
が
る
、
地
域
と

つ
な
が
る
の
３
つ
の
つ
な
が
り

を
基
本
方
針
と
し
て
施
設
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

①
学
び
を
つ
な
げ
る

　

９
年
間
の
学
び
を
つ
な
ぐ
一

貫
し
た
教
育
を
推
進
す
る
学
校

と
な
る
よ
う
、
普
通
教
室
を
連

続
し
た
学
年
で
配
置
す
る
と
と

も
に
、
異
学
年
間
の
児
童
生
徒

の
交
流
が
進
む
よ
う
特
別
教
室

な
ど
を
配
置
し
ま
す
。

　

３
階
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
中
心
と
し
て
児
童
生
徒
の
学

習
意
欲
を
高
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
形
態
に
対
応
で
き
る
学
習

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

②
人
が
つ
な
が
る

　

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
教

育
活
動
を
す
す
め
る
学
校
と
な

る
よ
う
、
１
階
に
は
夜
間
学
級

と
の
交
流
を
促
す
交
流
サ
ロ

ン
、
各
階
に
個
別
の
教
育
的
配

慮
を
意
識
し
た
相
談
室
、
子
ど

も
と
教
職
員
が
つ
な
が
る
教
員

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

③
地
域
と
つ
な
が
る

　

地
域
に
根
差
し
、
地
域
と
協

働
し
た
学
校
と
な
る
よ
う
、
屋

上
に
あ
お
ぞ
ら
菜
園
を
設
け
、

地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
を

図
り
ま
す
。

　

多
世
代
間
交
流
の
拠
点
と
な

る
地
域
連
携
室
・
地
域
支
援
室

を
整
備
し
、
地
域
の
活
動
で
の

利
用
に
も
配
慮
し
ま
す
。

　

よ
り
良
い
教
育
環
境
整
備
を

早
期
に
実
現
し
、
今
年
度
よ
り

全
中
学
校
区
で
ス
タ
ー
ト
し
た

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
力
を
合

わ
せ
教
育
活
動
を
進
め
て
い
く

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
役
と
し

て
、
本
市
初
の
施
設
一
体
型
小

中
一
貫
校
が
設
置
で
き
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
・
保
護
者

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

市
教
委
・
学
校
管
理

課
（
☎
６
９
９
８
・
３
３
３

８
）

市
民
一般
表
彰・

　
教
育
功
労
表
彰

市
民
一般
表
彰・

　
教
育
功
労
表
彰

市
民
一
般
表
彰
者

教
育
功
労
表
彰
者

新築工事が開始新築工事が開始新築工事が開始新築工事が開始

特
色
あ
る
施
設
整
備

新
設
校
開
校
に
向
け
て

新
設
小
中
一
貫
校
外
観
予
定
図

男も変わり目男も変わり目
低
下
す
る
男
子
の
学
力

　

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と

は
、
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店

な
ど
へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を

飲
ま
な
い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
）
を
決
め
、
そ
の
人
が
仲

間
を
自
宅
ま
で
安
全
に
送
り
届

け
る
運
動
で
す
。

　

12
月
は
忘
年
会
な
ど
飲
酒
を

す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。

　

「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な

い
・
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉

に
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

守
口
警
察
署
（
☎
６

９
９
４
・
１
２
３
４
）
、
道
路

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
６
９

４
）

　

市
教
育
委
員
会
は
、
下
表
の

と
お
り
無
利
子
で
奨
学
資
金
を

ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
運
動

平
成
27
年
度

　
守
口
市
奨
学
生

平
成
27
年
度

　
守
口
市
奨
学
生

持
ち
物　

は
さ
み
、
ペ
ン
チ

入
館
料　

大
人
200
円
、
高
校
・

大
学
生
150
円
、
小
・
中
学
生
100

円申
込
・
問
合
先　

12
月
４
日
㈭

午
前
10
時
か
ら
電
話
で
、
も
り

ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家
住

宅
」
（
☎
６
９
０
３
・
３
６
０

１
）

　

も
り
ぐ
ち
歴
史
館
「
旧
中
西

家
住
宅
」
で
は
、
正
月
の
門
口

を
飾
る
し
め
縄
づ
く
り
を
開
催

し
ま
す
。

と
き　

12
月
21
日
㈰
午
前
10
時

講
師　

砂
原
廣
治
氏
、
も
り
ぐ

ち
歴
史
館
「
旧
中
西
家
住
宅
」

ス
タ
ッ
フ

定
員　

先
着
20
人

　

新
年
を
自
作
の
し
め
縄
で
迎

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

もりぐち歴史館
「旧中西家住宅」
もりぐち歴史館
「旧中西家住宅」

男性にとっての
男女共同参画③

募集

しめ縄づくりしめ縄づくり
奨学資金貸付金額

高等学校
高等専門学校
専修学校
(高等課程) 14,000円

7,000円

160,000円

130,000円

200,000円

180,000円
以内

30,000円

短期大学
大  学

専修学校
(専門課程)

私　　立

私　　立

私　　立

国・公立

国・公立

修学金
(月額)種　　　　類

学
　
　
　
　
校

入学準備金

さつき小学校・第三中学校
統合校（小中一貫校）

さつき小学校・第三中学校
統合校（小中一貫校）
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守 口 の 大 気

　

寒
波
の
季
節
で
す
。
外
気
温

が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
管
の

凍
結
・
破
裂
が
現
れ
ま
す
。

　

寒
波
が
来
る
前
に
水
道
管
の

自
主
点
検
を
行
い
、
凍
結
や
破

裂
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
や
す
い
管
と
は

○
屋
外
で
露
出
し
て
い
る

○
北
向
き
や
風
当
た
り
が
強
い

凍
結
を
防
ぐ
に
は

○
管
に
厚
手
の
布
や
市
販
の
保

温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
を
巻
い
て

保
温
す
る

凍
結
し
た
時
は

○
自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
溶
か

す
（
熱
湯
を
直
接
か
け
る
と

管
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

破
裂
し
た
時
は

○
止
水
栓
を
閉
め
て
、
市
指
定

工
事
業
者
ま
た
は
水
道
局
へ

連
絡
し
て
下
さ
い

　

冬
季
は
自
動
車
交
通
量
の
増

加
、
暖
房
な
ど
に
よ
り
、
大
気

汚
染
物
質
濃
度
が
高
く
な
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

排
気
ガ
ス
の
減
量

　

移
動
の
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
自
転
車
や
公
共
交
通
機
関

（
バ
ス
や
電
車
）
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、

加
減
速
の
少
な
い
運
転
な
ど
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

　

暖
房
は
、
室
温
20
℃
を
目
安

に
温
度
調
節
し
、
重
ね
着
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
省
エ
ネ

　

電
気
製
品
を
長
時
間
使
わ
な

い
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜

く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
照
明
器
具

の
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
０
８
）

　

歳
末
に
な
る
と
、
「
人
・
物

・
金
」
の
動
き
が
活
発
に
な

り
、
犯
罪
や
交
通
事
故
も
増
加

し
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
ひ
っ
た
く
り
な

ど
の
街
頭
犯
罪
や
、
女
性
・
子

ど
も
が
被
害
と
な
る
犯
罪
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
日
ご
ろ

か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
、
各
種

犯
罪
な
ど
の
被
害
や
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
守
口
」

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

重
点

○
街
頭
犯
罪
の
抑
止
活
動
の
強

化
○
金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
強

盗
な
ど
の
犯
罪
の
抑
止
活
動

の
強
化

○
交
通
死
亡
事
故
に
直
結
す
る

飲
酒
運
転
を
中
心
と
し
た
取

締
り
お
よ
び
薄
暮
対
策
の
強

化
問
合
先　

守
口
警
察
署
（
☎
６

９
９
４
・
１
２
３
４
）

　

ま
ち
の
美
観
を
損
ね
る
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
、
空
き
缶
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
ご
み
や
、
交
通
の

支
障
と
な
る
道
路
上
の
違
反
広

告
物
を
な
く
し
て
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
「
美
化
活
動
団
体
な
ど
」

と
「
は
が
し
・
た
い
」
の
登
録

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

登
録
す
る
と
、
活
動
用
具
や

ご
み
袋
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

対
象

○
美
化
活
動
団
体
な
ど
（
ポ
イ

捨
て
ご
み
な
ど
の
美
化
清
掃
活

動
）

　

定
期
的
に
地
域
の
清
掃
を
行

う
な
ど
地
域
の
美
化
活
動
を
継

続
し
て
行
っ
て
い
る
会
社
、
団

体
、
個
人

○
は
が
し
・
た
い
（
道
路
上
の

違
反
広
告
物
の
除
却
活
動
）

　

町
会
な
ど
５
人
以
上
（
18
歳

以
上
で
市
内
在
住
・
職
・
学
）

で
構
成
す
る
団
体

問
合
先　

環
境
政
策
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
１
１
）

　

暖
房
器
具
が
恋
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
が
、
次
に
掲
げ
る
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
き
ち
ん
と

守
り
正
し
い
取
り
扱
い
を
し

て
、
火
災
に
は
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

☆
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

○
灯
油
は
冷
所
に
保
管

○
灯
油
の
容
器
は
密
閉

○
灯
油
の
保
管
場
所
付
近
で
は

火
気
厳
禁

○
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際

は
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施

○
ス
ト
ー
ブ
を
移
動
す
る
時

は
、
必
ず
消
火
し
て
か
ら
行

う
○
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
で

乾
か
さ
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
周
辺
は
、
整
理
整

と
ん
し
、
燃
え
や
す
い
も
の

や
整
髪
剤
な
ど
の
ス
プ
レ
ー

缶
を
近
づ
け
な
い

○
少
し
で
も
異
常
を
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
使
用
を
や
め
、

専
門
業
者
に
点
検
を
し
て
も

ら
う

問
合
先　

守
口
消
防
署
（
☎
６

９
９
３
・
０
１
１
９
）

　

昨
年
の
火
災
の
原
因
で
最
も

多
い
も
の
は
放
火
（
疑
い
含

む
）
で
あ
り
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
多
く
の
被
害
を
与
え
ま
し

た
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
を
防
止
す

る
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
下
さ
い
。

放
火
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

○
屋
外
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

放
置
し
な
い

○
郵
便
受
け
な
ど
に
新
聞
な
ど

を
た
め
な
い

○
家
の
周
囲
を
明
る
く
し
、
外

部
か
ら
の
死
角
を
な
く
す

○
自
動
車
や
単
車
の
カ
バ
ー
を

使
用
す
る
と
き
は
、
燃
え
に

く
い
防
炎
製
品
を
使
う

問
合
先　

守
口
市
門
真
市
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６

９
０
６
・
１
３
０
２
）

　

消
防
署
で
は
、
火
災
の
予
防

と
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
12
月
10
日
㈬
〜

１
月
３
日
㈯
の
間
、
年
末
年
始

火
災
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
で
忙
し
い
時
期
で

す
が
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

○
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

○
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い

○
コ
ン
ロ
の
火
を
つ
け
て
い
る

と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子

ど
も
の
手
の
届
く
所
に
置
か

な
い

○
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
を
し
な
い

○
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

問
合
先　

守
口
消
防
署
（
☎
６

９
９
３
・
０
１
１
９
）

　

宅
内
の
水
漏
れ
修
理
は
、
お

客
さ
ま
が
「
市
指
定
工
事
業

者
」
に
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ

い
。

　

修
理
の
対
応
が
可
能
な
市
指

定
工
事
業
者
は
、
水
道
局
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
（http://www.mor

iguchi-suidou.jp

）
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
民
館
に
一
覧
表

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
利

用
し
て
下
さ
い
。

　

休
日
・
夜
間
の
緊
急
時
の
応

急
修
理
は
、
水
道
局
が
24
時
間

体
制
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

水
道
局
お
客
さ
ま
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
１
・
６
７

７
７
）

水道管の凍結・
破裂に注意
～水道管にも
防寒を～

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

宅
内
修
理
は

　
　
市
指
定
工
事
業
者
へ

水
漏
れ
緊
急
時
は
24
時
間
体
制

　

工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国

の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統
計

法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る

重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
・
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
26
年
12
月

31
日
㈬
で
す
。
12
月
下
旬
か
ら

調
査
員
（
「
調
査
員
証
」
携

帯
）
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
票
へ
の
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

法
制
文
書
課
統
計
係

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
２
８
）

　

府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
い
て
発
生
し
て
い
る
入

居
差
別
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
業

界
団
体
と
連
携
し
、
「
宅
地
建

物
取
引
業
人
権
推
進
指
導
員
」

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
は
、
社
内

で
従
業
員
に
対
し
て
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
を
行
い
、
人

権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

人
権
推
進
指
導
員
を
置
い
て

い
る
宅
建
業
者
は
、
営
業
所
に

ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.pref.osak

a.jp/kenshin/sido-jinken/
index.html

）
を
ご
覧
下
さ

い
。

問
合
先　

府
住
宅
ま
ち
づ
く
り

部
建
築
振
興
課
（
☎
６
９
４
１

・
０
３
５
１
）

平成２６年
工業統計調査
を実施

平成２６年
工業統計調査
を実施

ご存知ですか？
宅地建物取引業人権推進
指導員制度

12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
・
地
球
温
暖
化

防
止
月
間

年
末
年
始
の
火
災
を
防
ご
う

年
末
年
始
の
火
災
を
防
ご
う

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

　
　
　
　

活
動
登
録
申
請
受
付
中

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

　
　
　
　

活
動
登
録
申
請
受
付
中

歳
末
警
戒
を
実
施

　
　
　
〜
12
月
１
㊊
〜
31
日
㊌
〜

歳
末
警
戒
を
実
施

　
　
　
〜
12
月
１
㊊
〜
31
日
㊌
〜

灯
油
・
暖
房
器
具
の

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

灯
油
・
暖
房
器
具
の

　
　
　
安
全
な
取
り
扱
い

放
火
に
注
意

放
火
に
注
意

自
転
車
の
撤
去
は
、
土
・
日
曜
、
祝
日
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

保
管
期
間　

移
送
の
告
示
日
か
ら
１
か
月

処
分
日　

12
月
20
日
㈯
（
10
月
撤
去
分
）

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
早
急
に
放
置
自
転
車
大
日
保

管
所
（
☎
６
９
０
２
・
２
３
４
０
）
へ
お
越
し
下
さ
い
。

返
還
時
間　

毎
日
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

　返還を受ける
には、住所、氏名
が確認できるも
の、鍵、移送保管
料（自転車2,500
円、原動機付自
転車4,000円）が
必要です。
　ただし、移送
日の前日までに
警察署に盗難届
が提出されてい
るときは、免除
の対象になりま
す。

保管中の放置自転車を
お引き取り下さい

Ｎ

淀　川

浄水場

庭窪小
庭窪中

庭窪中学校前

公民館

道
市

 

庭
大

11

線
号

至 大
阪 国

道1
号

国道
1号
 高
架

国道
1号
 高架

至 京
都

至　
京都

府道
 京都

守口
線

地下
鉄大
日駅

府道 北大
日竜田線

●３
番出
入口

水　
路

商業
施設

商業
施設

●

●ムーブ
21

●
● ●

橋
大
飼
鳥

線
状
環
央
中

道
車
動
自
畿
近 場

広
前
駅

放置自転車
大日保管所

大日駅よりの
順路

　10月の大気汚染状況は、二酸化硫黄、二
酸化窒素、浮遊粒子状物質について、各測
定局とも環境基準を下回っていました。
問合先　環境政策課（☎6992‒1508） 〜

冬
の
節
電
に
ご
協
力
を
〜

第１測定局
（児童センター）

第２測定局
（大日東公園）

第３測定局
（錦公民館）

測定局

大気汚染物質

10月の大気汚染状況（１時間値の月平均濃度)

二 酸 化 硫 黄

二 酸 化 窒 素

浮遊粒子状物質

0.003ppm

0.014ppm

0.019mg/m3

0.003ppm

0.016ppm

0.011mg/m3

0.004ppm

0.015ppm

0.018mg/m3
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﹁
食
﹂
を
学
ん
で
実
践
し
ま
し
�
う

﹁
食
﹂
を
学
ん
で
実
践
し
ま
し
�
う

年
末
年
始
に
お
け
る
犬
・
ね
こ
の

引
き
取
り
業
務
に
つ
い
て

男
性
の
た
め
の
健
康
教
室
の
ご
案
内

ＡＩＤＳ　ＩＳ
ＮＯＴ　ＯＶＥＲ
～まだ終わっていない～
12月1日㈪は
世界エイズデー

者
の
報
告
数
は
226
件
で
し
た
。

　

全
国
的
に
感
染
者
・
患
者
と

も
に
増
加
し
て
お
り
、
依
然
と

し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。

　

感
染
や
検
査
に
関
す
る
相
談

な
ど
、
詳
し
く
は
問
合
せ
下
さ

い
。

問
合
先　

守
口
保
健
所
（
☎
６

９
９
３
・
３
１
３
２
）

　

大
阪
府
に
お
い
て
、
平
成
25

年
新
規
HIV
感
染
者
と
エ
イ
ズ
患

費
用　

500
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
（
頭
髪
を
覆
え
る
大
判
ハ
ン

カ
チ
可
）
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

（
ハ
ン
カ
チ
）

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

先
着
20
人

申
込
・
問
合
先　

市
民
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
６
９
９
２
・
２
２

１
７
）

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
男
性

と
き
・
内
容　

①
12
月
11
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・

栄
養
士
の
話
②
12
月
19
日
㈮
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
・
調
理
実

習
③
１
月
28
日
㈬
午
後
２
〜
４

時
・
医
師
、
栄
養
士
の
話
④
２

月
16
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
・
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
の
話

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※

年
末
は
12
月
25
日
㈭
ま
で

　

年
始
は
１
月
６
日
㈫
か
ら

問
合
先　

食
の
安
全
推
進
課
四

條
畷
分
室
（
☎
072
・
862
・
２
１

７
０
）

※

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
45
分

　

平
成
25
年
９
月
に
施
行
さ
れ

ま
し
た
動
物
の
愛
護
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
申
請
理
由
に
よ
っ
て
は
、

引
き
取
り
を
拒
否
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

引
き
取
り
申
請
の
前
に
必
ず
以

下
分
室
へ
電
話
に
よ
る
事
前
相

談
お
よ
び
予
約
を
行
っ
て
い
た

事
前
予
約
制

12
月
９
日
㈫
で
終
了

市
民
総
合（
定特

）健
康
診
査
は

　

12
月
９
日
㈫
ま
で
の
月
・
火

・
木
・
金
曜
日
に
市
民
保
健
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

　

健
診
会
場
の
混
雑
を
避
け
る

た
め
、
事
前
予
約
制
（
定
員
あ

り
）
で
行
い
ま
す
。
事
前
予
約

が
な
い
場
合
は
、
健
診
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下

　

い
ず
れ
の
健
診
も
、
市
民
保

健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
と

な
り
ま
す
。

予
約
受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
祝
日
は
除
く
）

　

40
歳
以
上
の
守
口
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
は
、
す
で
に
郵

送
済
み
の
「
特
定
健
康
診
査
の

ご
案
内
」
に
同
封
の
予
約
は
が

き
で
は
な
く
、
電
話
で
予
約
し

て
下
さ
い
。

　

そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者

は
「
受
診
券
」
が
必
要
で
す
。

　

手
元
に
な
い
場
合
は
、
早
急

に
医
療
保
険
者
に
請
求
し
、
届

い
て
か
ら
予
約
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
39
歳
以
下
の
人
や
生

活
保
護
受
給
者
は
、
受
診
券
な

ど
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
健
診
希
望
日
を
事
前
に
予

約
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
平
日
の
市
民
総
合

（
特
定
）
健
康
診
査
実
施
日

と
、
休
日
健
診
実
施
日
の
12
月

７
日
㈰
に
、
無
料
送
迎
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
（
表

２
・
３
参
照
）
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
下
さ
い
。

　

歯
科
健
康
診
査
は
、
15
歳
以

上
60
歳
以
下
全
員
、
65
・
70
歳

の
市
民
を
対
象
に
市
民
総
合

（
特
定
）
健
診
と
同
時
実
施
し

ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

　

歯
科
健
康
診
査
、
乳
が
ん
検

診
、
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
、
前
立
腺
が
ん
検
診
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
の
実
施
も
12
月

９
日
㈫
で
終
了
し
ま
す
。
ま
だ

の
人
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
下

さ
い
（
予
約
申
し
込
み
は
健
診

終
了
前
日
ま
で
、
一
部
予
約

制
、
定
員
あ
り
）
。

　

各
種
が
ん
検
診
の
詳
細
は
、

表
３
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

さ
い
。

※

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
は
地
下
駐
車
場
（
有
料
）
の

み
で
す
。

　

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
無
料
送
迎
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

予
約
専
用
電
話

☎
６
９
９
２
・
２
３
４
７

表１　送迎マイクロバス配車表（12月分）

※発車時間は13:30です。

守口市役所南側

月 日 配　車　場　所
1
2
4
5
8
9

12

［バスを利用する場合は、配車表を確認の
　うえ健診日を予約して下さい］

迎え

市民保健センター　発
→　京阪守口市駅前　　行
市民保健センター　発
→　マイクロバス配車場所　行

14:30、15:00

15:30

※今年度から、15:30発で配車場所への
　送りのマイクロバスを運行しています。

送り

実施日 発車時間マイクロバス配車場所

表2　送迎マイクロバス配車表（12月分）
　　　※今年度からマイクロバスを運行しています。
迎え

東部公民館前　発 10:0012月 7日(日)

実施日

送り

11:00、11:3012月 7日(日) 12:00(東部公民館前　行)

市民保健センター　発
→京阪守口市駅前　行

市民保健センター　発
→マイクロバス配車場所　行

検　診　名 対　象　者 費　　用 休日健診 申込み期限

表3　がん検診など
※下表の対象年齢は、満年齢ではなく、平成26年4月2日～平成27年4月1日の間に達する年齢です。
※がん検診のみの受診もできますので、申し込んで下さい（申し込みは、すべて市民保健センターで行っています）。

歯科健康診査

 子宮頸がん検診

 乳がん検診（超音波）

 乳がん検診

（マンモグラフィ+視触診）

 肺がん検診

（喀たん検査）

 前立腺がん検診

肝炎ウイルス検診

 大腸がん検診

 胃がん検診

 骨密度測定

無料

500円

400円

40歳代1,000円

50歳代以上700円

無料

喀たん検査300円

300円

1,000円

300円

1,000円

1,000円

視触診は○

○

○

○

○

健診終了前日まで

市民保健センターは健診終了前日まで

委託医院は平成27年1月末日まで

平成26年12月9日まで(定員になり次第終了）

健診終了前日まで

平成27年1月末日

15歳以上60歳以下全員･65歳･70歳の人

20歳以上の女性(前年度未受診者)

30～39歳の女性(前年度未受診者)(予約制･定員あり)

40歳以上の女性で､前年度マンモグラフィ未受診者(予約制)

乳がん視触診は保健センターのみで実施＋マンモグラフィ検査は後日委託医療機関で受診

胸部レントゲンは40歳以上の人

40歳以上で喫煙本数の多い人、血たんのある人、元アスベスト取り扱い従事者およびその家族

55～69歳の男性

40歳以上の人(過去に受診した人および治療中の人は除く）

40歳以上の人(電話申込可)

35歳以上の人(電話申込可)

15歳以上の人(前年度未受診者) (電話申込可)

12月健康相談
相談内容 相 談 日 場　　所 受付時間

常時開設
（土・日曜、祝日を除く）
専用電話
☎6993-2098

3 ･ 10日(水）

17日(水）

24日(水）

市民保健センター

東部公民館

佐太老人福祉センター

問合先　市民保健センター

14:00～15:00
市民一般
健康相談

歯科健康相談

おくすりに
関する健康相談
ぜんそく
健康相談

保健師による
総合相談

14 ･ 28日(日）

3日(水）

歯科休日応急診療所
（市民保健センター1階）

市民保健センター

10:00～10:30

14:00～15:00

9:00～17:00

守口保健所の各種相談

(注1）有料の場合もあり
(注2）対象は、妊娠を希望する女性とその配偶者、
　　　または妊娠している女性の配偶者
(注3）検査容器は保健所で用意

HIV検査(匿名可）
※梅毒・クラミジア
の同時検査可

肝炎ウイルス検査
(※予約制）

風しん抗体検査
(※予約制）（注2）

こころの健康相談
(予約制）

水質検査、
検便・ぎょう虫検査

犬猫に関する相談・
引き取りの相談
(窓口が変更）

原則、第2・4月曜日
(祝日を除く）
10:00～11:00

原則、第2・4月曜日
(祝日を除く）
11:00～11:30

原則、第1・3月曜日
(祝日を除く）
10:00～11:00

火曜日(祝日を除く）
9:30～11:30

平日
9:00～17:45

詳しくは
お問合せ下さい

内　　　容 と　　　き 費用 連　絡　先

地域保健課
☎6993-3132､3133
※検査日の前週
　金曜日までに電話
　予約要

大阪府動物管理指導所
四條畷分室
（四條畷保健所と併設）
四條畷市江瀬美町1-16
☎072-862-2170

衛生課
☎6993-3134

無料
(注1)

無料

-

有料
(注3)

急
患
の
と
き
は

通
宮
大
（
所
療
診
急
応
日
休１

９
６
☎
（
科
児
小
・
科
内
▽

）
０
７
９
９
・
８
９

日
曜
土

　

分

　

前
午

時

時分

９
・
８
９
９
６
☎
（
科
歯
▽

）
５
４
９

　

前
午

時

時
４

分

２
町
本
野
禁
市
方
枚
（

☎
（
科
児
小
▽

・

７
・

）
５
５
５

日
毎
　

時
８
後
午

時
５
前
午
日

は
療
診
（
分

）
時
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風
し
ん
抗
体
検
査

無
料
で
実
施
中

風
し
ん
抗
体
検
査

無
料
で
実
施
中

12月乳幼児健康診査・相談・両親教室など

※母子健康手帳と健康保険証を必ず持参して下さい。
※1歳6か月児・2歳児歯科・3歳6か月児健診時は、歯ブラシを持参して下さい。持参しない人は、
　歯ブラシを使っての指導はできません。
※駐車場は有料です。駐車台数に限りがありますので、なるべく他の交通機関を利用して下さい。

名　　称 日 場　　所 受付時間 対　　象　　児(者)

4 か 月 児
健　　　診

1歳6か月児
健　　　診

2歳児歯科
健　　　診

3歳6か月児
健　　　診

離乳食講習会
（前　期）

育児相談

両親教室
（平日2回コース）

乳児後期
健康診査

2日(火)

11日(木)

16日(火)

25日(木)

4日(木)

18日(木)

5日(金)

19日(金)

12日(金)

26日(金)

市民保健センター

東部公民館

市民保健センター

庭窪公民館

平成26年7月16日～平成26年8月15日生
※案内状を郵送しますので、案内状が
届いてからお越し下さい。なお、できる
だけ市民保健センターで受診して下さい。

5～8か月児の離乳食の講義と試食
(試食は保護者のみ)電話予約要(先着20人)

乳幼児の食事・卒乳・しつけ・遊び方など、
育児全般について相談を受け付けます。

平成25年 5月 1～15日生

平成25年 5月16～末日生

平成24年11月 1～15日生

平成24年11月16～末日生

平成23年 5月 1～15日生

平成23年 5月16～末日生
市民保健センター

府内の委託医療機関で受診
（受診票にて無料）

9か月～1歳未満の乳児
（受診票は4か月児健診で配布）

9:30
 ～10:30

13:00
 ～14:00

13:30
 ～14:00

13:00
 ～13:30
(13:30開始)

13:00
 ～13:15

歯の衛生・分べんの経過と出産準備・妊婦体操

妊娠中の栄養・赤ちゃんのおふろの実習

17日(水)

10日(水)

 9日(火)

16日(火)

12月 1日(月)京阪守口市駅前
（国際ソロプチミスト大阪守口）
10:00～12:00 13:00～16:30

    14日(日) 京阪守口市駅前
10:00～12:00 13:00～16:00

    21日(日)

    26日(金)

京阪守口市駅前
（守口ライオンズクラブ）
10:00～16:00
京阪守口市駅前
10:00～12:00 13:00～16:30

　なお、21日(日)は献血会場で骨髄バンクドナー登録
ができます。当日の受付もできますが、検査準備の
都合上、電話で予約して下さい。
予 約 先　骨髄移植推進財団（　　0120‒445‒445）
受付時間　平日9:00～17:30

対
象
者　

府
内
（
大
阪
、
堺
、

豊
中
、
枚
方
市
お
よ
び
東
大
阪

市
を
除
く
）
に
居
住
し
て
い
る

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配

偶
者

③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者

※

配
偶
者
の
婚
姻
関
係
は
不

問
、
住
所
は
同
一
で
あ
る
こ
と

（
証
明
す
る
も
の
が
必
要
）
。

　

た
だ
し
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
（
１
回
以
上
）
を
受
け
た
人

や
風
し
ん
に
か
か
っ
た
人
は
対

象
外
で
す
。

検
査
日　

毎
月
第
１
・
３
月
曜

日
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
10

〜
11
時

　

血
液
検
査
で
抗
体
価
を
測
定

し
、
予
防
接
種
の
必
要
性
を
確

定
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

守
口
保
健
所

（
☎
６
９
９
３
・
３
１
３
２
）

　

風
し
ん
が
全
国
的
に
流
行

し
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の

症
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予

防
対
策
と
し
て
「
妊
娠
を
希
望

す
る
女
性
」
「
そ
の
女
性
の
配

偶
者
」
「
妊
婦
の
配
偶
者
」
の

い
ず
れ
か
で
、
な
お
か
つ
「
風

し
ん
抗
体
検
査
に
お
い
て
抗
体

を
持
た
な
い
人
」
に
、
風
し
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
公

費
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
し
て
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

　

１
期
対
象
の
人
は
、
１
歳
に

な
っ
た
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。
２
期
対
象
の

人
は
、
平
成
27
年
３
月
31
日
㈫

ま
で
に
接
種
し
て
下
さ
い
。

○
麻
し
ん

　

感
染
力
が
と
て
も
強
く
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
８
倍
の
感
染

力
を
持
ち
、
患
者
１
千
人
に
１

人
が
脳
炎
を
併
発
す
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

○
風
し
ん

　

主
な
症
状
は
発
熱
、
発
し

ん
、
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
で
す
。

　

通
常
は
数
日
で
治
癒
し
ま
す

が
、
脳
炎
や
血
小
板
紫
斑
病
を

合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
妊
婦
が
風
し
ん
に
か

か
る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の

目
や
耳
に
影
響
を
与
え
、
障
が

い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

対
象
者
・
期
日

１
期　

１
歳
児
（
１
期
の
接
種

期
日
は
２
歳
の
誕
生
日
の
前
日

ま
で
）

２
期　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜

21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
年
長

児
）
（
２
期
の
接
種
期
日
は
平

成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で
）

※

予
防
接
種
は
、
混
合
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
原
則
で
す
。
麻
し

ん
、
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
の
病

気
に
か
か
っ
た
人
は
、
か
か
っ

て
い
な
い
方
の
単
抗
原
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

接
種
場
所　

守
口
、
門
真
、
寝

屋
川
、
大
東
、
四
條
畷
市
の
各

市
委
託
医
療
機
関

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

○
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る

○
重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る

○
そ
の
他
、
接
種
時
の
体
調
に

よ
り
医
師
が
不
適
当
な
状
態
と

判
断
し
た
場
合

○
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
強
い

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
し
た

こ
と
が
あ
る
な
ど

　

接
種
時
に
は
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
下
さ
い
（
問
診

票
は
委
託
医
療
機
関
に
あ
り
ま

す
）
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

麻
し
ん
・
風
し 

ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

麻
し
ん
・
風
し 

ん
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

成
人
対
象

風
し
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

（
任
意
接
種
）
公
費
助
成
実
施
中

（
任
意
接
種
）
公
費
助
成
実
施
中

事前予約制

と
き　

12
月
10
・
24
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分
（
診
察

は
午
後
２
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

生
後
１
歳
に
至
る
ま
で

（
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）
で

す
。
標
準
的
な
接
種
期
間
で
あ

る
生
後
５
〜
８
か
月
未
満
の
間

に
で
き
る
だ
け
受
け
て
下
さ

い
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
ら
れ
な
い
乳
児

①
明
ら
か
に
発
熱
し
て
い
る

②
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

③
予
防
接
種
や
外
傷
な
ど
に
よ

る
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

④
そ
の
他
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る

注
意
事
項

○
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

下
さ
い
。

○
四
種
混
合
な
ど
の
予
防
接
種

途
中
の
人
は
、
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
の
う
え
受
け
て
下
さ

い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

ＢＣＧ
予防接種を
受けましょう！

１２月は大阪府
献血推進月間

です

　

子
育
て
に
は
悩
み
が
つ
き
も

の
で
す
。
い
つ
も
良
い
子
ど
も

は
い
ま
せ
ん
し
、
い
つ
も
良
い

親
で
い
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
行
動
に
悩

み
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
行
き

詰
ま
り
を
感
じ
た
り
、
自
分
の

子
育
て
に
自
信
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
り
す
る
こ
と
は
誰
に
も
あ

る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
親
が

子
ど
も
へ
の
接
し
方
や
子
育
て

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、
親
自

身
が
子
ど
も
の
問
題
行
動
に
対

応
で
き
る
力
を
培
い
、
子
ど
も

の
問
題
行
動
を
軽
減
し
、
楽
し

く
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

と
き　

１
月
15
日
〜
２
月
26
日

（
毎
週
木
曜
日
・
全
７
回
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

２
〜
12
歳
の
子
を
持
つ

親講
師　

ト
リ
プ
ル
Ｐ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー

定
員　

先
着
12
人

教
材
費　

500
円

受
付　

12
月
１
日
㈪
か
ら
（
乳

幼
児
の
一
時
預
か
り
あ
り
）

申
込
・
問
合
先　

子
育
て
支
援

課
相
談
係
（
☎
６
９
９

２
・
１
６
５
５
）
、
パ

モ
ジ
ャ
事
務
局
☎
080
・

１
５
２
８
・
０
８
７

２
）

（
注
）
ト
リ
プ
ル
Ｐ
と

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
開
発
さ
れ
、
世
界
28

か
国
で
実
施
さ
れ
て
い

る
親
向
け
の
参
加
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ト
リ
プ
ル
Ｐ
は
、
「
Ｐ
ｏ
ｊ
ｉ

ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ
、
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
の
３

つ
の
Ｐ
を
取
っ
た
も
の
で
、
具

体
的
で
わ
か
り
や
す
い
と
評
判

で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
回　

前
向
き
な
子
育
て
と

は
？

第
２
回　

子
ど
も
の
発
達
を
促

す第
３
回　

問
題
行
動
を
取
り
扱

う第
４
回　

計
画
を
立
て
て
行
う

第
５
・
６
回　

実
践
し
て
い
く

（
電
話
で
の
個
別
対
応
）

第
７
回　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了

と
振
り
返
り

献
血
に
ご
協
力
下
さ
い
！

　

献
血
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

▽
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン

　

＝http://wanonaka.jp

▽
携
帯
電
話

　

＝http://wanonaka.jp/mobile

〜
子
育
て
の
悩
み
を
解
決
＆

子
育
て
を
楽
し
く
前
向
き
に

　
　
　

し
て
行
き
ま
す
！
〜

ト
リ
プ
ル
Ｐ
に
学
ぶ

前
向
き
子
育
て
連
続
講
座

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を

お
持
ち
の
方
へ

　

乳
が
ん
検
診
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
視
触
診
検
査
と
医
療

機
関
で
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
査
（
別
日
）
の
両
方
を
受
診

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

 

視
触
診
検
査
の
受
診
は
、
12

月
９
日
㈫
ま
で
と
な
り
ま
す
。

ま
だ
の
方
は
お
早
め
に
申
し
込

み
下
さ
い
。

問
合
先　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
２
２
１
７
）

大阪府 薬務課
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防
犯
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
に

ご
協
力
を

　

公
立
保
育
所
で
は
、
就
学
前

の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
に
、

毎
月
楽
し
い
あ
そ
び
や
絵
本
の

貸
し
出
し
、
子
育
て
相
談
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
保
育
所
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

問
合
先　

保
育
・
幼
稚
園
課
保

育
係
（
☎
６
９
９
２
・
１
６
６

１
）

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
の
保
育
所
な
ど
の
入
所
を
希

望
す
る
人
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
待
機
中
の
人
も
、
書
類

を
再
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

申
込
締
切　

12
月
19
日
㈮
午
後

５
時
30
分
ま
で

申
込
先　

保
育
・
幼
稚
園
課
保

育
係

提
出
書
類　

子
ど
も
の
た
め
の

教
育
・
保
育
給
付
支
給
認
定
申

請
書
兼
利
用
申
込
書
（
以
下
、

申
込
書
）
、
利
用
理
由
証
明
書

な
ど
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

受
付　

申
込
書
な
ど
を
提
出
す

る
時
に
児
童
の
状
況
も
確
認
し

ま
す
の
で
、
児
童
と
一
緒
に
お

越
し
下
さ
い
。

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
夜
間
、
居

　

宅
内
な
ど
、
１
か
月
の
内
64

　

時
間
以
上
の
就
労
）

②
妊
娠
、
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
害

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど

　

し
て
い
る
親
族
の
介
護
、
看

　

護
⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
含

　

む
）

⑦
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
に

　

お
け
る
職
業
訓
練
を
含
む
）

⑧
虐
待
や
DV
の
お
そ
れ
が
あ
る

⑨
育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に

　

保
育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど

　

も
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要

　

で
あ
る

⑩
そ
の
他
①
〜
⑨
に
類
す
る
状

　

態
と
し
て
市
が
認
め
る
場
合   

　
　

ま
た
、
保
育
を
必
要
と
す

　

る
事
由
に
よ
り
、
保
育
所
な

　

ど
の
利
用
時
間
が
標
準
時
間

　

（
最
長
11
時
間
）
利
用
と
短

　

時
間
（
最
長
８
時
間
）
利
用

　

に
分
か
れ
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
な
ど
へ
の
入

所
は
、
市
が
利
用
調
整
（
選

考
）
を
行
い
ま
す
。

※

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
実
施
に
伴
い
、
内
容
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

保
育
・
幼
稚
園
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
６
３
７
）

保
育
所
等
入
所
（
園
）
案
内

　

希
望
す
る
保
育
所
な
ど
を
選

ぶ
時
の
参
考
に
「
保
育
所
等
入

所
（
園
）
案
内
」
を
保
育
・
幼

稚
園
課
、
各
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
活

用
し
て
下
さ
い
。

　

離
婚
・
死
亡
な
ど
で
、
ひ
と

り
親
と
な
っ
た
児
童
と
生
計
を

共
に
す
る
母
・
父
ま
た
は
養
育

者
が
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
12
月
分
か
ら
公
的
年
金
な

ど
の
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
場
合
に
、
そ
の
差
額
を

児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
支
援

係
（
☎
６
９
９
２
・
１
６
４

７
）

　

市
で
は
、
市
内
の
防
犯
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
防
犯
灯
の

付
け
替
え
工
事
を
12
〜
２
月
末

ま
で
順
次
行
う
予
定
で
す
。

　

通
行
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

課
（
☎
６
９
９
２
・
１
５
２

０
）

保
育
所
な
ど
の
入
所
申
込
受
付

12
月
19
日
㈮
ま
で

児
童
扶
養

手
当
制
度

が
改
正

子育て支援交流活動日程表

保育所名 ☎

寺　方

南

北寺方

大　宮

八雲東

外　島

西

佐　太

金　田

梶

大久保

藤　田

6996‒9381

6993‒8845

6998‒7424

6996‒2070

6909‒3344

6997‒0484

6991‒2901

6902‒1160

6902‒1170

6902‒0383

6902‒1400

6903‒8406

7日(水)室内あそび
・ふれあいあそび

1月
6日(火) 

お正月あそび

15日(木)
室内あそび
28日(水)

コーナーあそび
8日(木)

作ってあそぼう
7日(水)

お正月あそび
6日(火)
室内あそび
8日(木)
室内あそび
7日(水)
年齢別交流
8日(木)
室内あそび
7日(水)

作ってあそぼう
6日(火)

作ってあそぼう

10日(水)クリスマス
・ふれあいあそび

12月
16日(火)
クリスマス

9日(火)
クリスマス制作
11日(木)
年齢別交流
10日(水)

ふれあいあそび
11日(木)

クリスマスあそび
9日(火)

ごっこあそび
10日(水)
園庭開放
9日(火)

クリスマス制作
18日(木)

クリスマス制作
11日(木)
クリスマス
18日(木)
クリスマス

ごっこあそび…お医者さん、遊園地の乗り物など
　　　　　　　そのものになりきって遊びます。

武下家庭保育所

くろしお保育園

コスモス共同保育所

グレース保育園

とも共同保育所ともっこ園

ナースリー
さくら

ひよどり保育園

大日サンフレンズ
保育園

2か月～2歳

6か月～2歳

4か月～2歳

2か月～2歳

6か月～2歳

八島町10-6 (7501-4466)

大枝東町18-13 (6996-1177)

八雲西町4-1-20 (6992-7249)

佐太東町2-4-12 (6901-8880)

梶町4-50-15 (6901-2377)

八島町2-8八島セントラルビル3F
(6993-3553)
本町2-5-18守口CIDビル1F
(6993-1125)
大日東町2-13サンマークス大日
ステーションレジデンス2Ｆ 210番
(6905-8776)

ちびっこランド
京阪守口園

河原町11-5ビューハイツ守口1F
(6997-3001)

名　称 所在地(☎) 対象児童

小規模保育所移行予定事業所一覧

※子ども・子育て支援新制度の実施に伴い内容が変更になる場合があります。

平成26年度第4期スポーツ教室

教室名 期　　間 開始時間 対　　象 参加料 定　員
（先着） 申込日

パワーヨガ

ラージボール卓球

太極拳

ジュニア
バドミントン

親子体操

幼児体操

エヴェッサ
バスケットボール

ヨガ

実年者らくらく
体操

各45人

各35人

各65人

各35人

各45人

35人

40人

22組

12/9
9:00
12/12
9:00
12/8
9:00
12/11
9:00
12/15
9:00
12/18
9:00
12/8
12:00
12/15
12:00
12/18
12:00

12/8
9:00

12/9
9:00
12/11
9:00

12/12
9:00

初心者・小学校低
小学校高～中学生

1/6～3/24
火曜日

熟年者
リフレッシュ体操

小･中学生

2～5歳児とその保護者

2歳6か月～3歳児

4･5歳児

2歳6か月～3歳児

4･5歳児

16～60歳程度の人

40歳以上の人

18歳以上の人

60歳以上の人

50歳以上の人

1/9～3/27
金曜日
1/5～3/30
月曜日
1/8～3/26
木曜日
1/5～3/30
月曜日
1/8～3/26
木曜日
1/5～3/23
月曜日
1/5～3/30
月曜日
1/8～3/26
木曜日
1/5～3/23
月曜日
1/5～3/23
月曜日
1/6～3/24
火曜日
1/8～3/26
木曜日

1/9～3/27
金曜日

Ａ　 9:20
Ｂ　19:35

低学年　9:20
高学年 10:40
 Ａ 　17:20
Ｂ　 18:25

Ａ　12:40
Ｂ　14:00
Ａ　13:10
Ｂ　14:30
Ａ　13:00
Ｂ　15:00

9:20

10:00

15:20

17:00

9:40

年少 10:40

年長 16:15

年少  9:40

年少 14:55

年長 16:00

1/20～2/17
火曜日

6,470円

若干人
随時受付

ジュニア
フットサル 小学生1/10～3/28

土曜日

8,160円
 
6,800円
 

8,160円

 
6,840円
 
 

 
8,160円
 
6,270円
 
9,130円
 
7,700円

 
8,400円

7,000円

6,200円

7,210円 各30人

年少コース
各24人
年長コース
各27人

保
育
料
の

納
入
は

口
座
振
替
で
！

市民体育館各種教室参加者募集
申込先　市民体育館(☎6992-8201)(所定の用紙で参加料を添えて)
※健康状態や体力によっては適さない場合もありますので、あらかじめ相談して下さい。

下表の私立保育園(11園)は、平成27年度から認定こども園に移行予定です。

公

立

　

保

育

所

私

立

　

認

定

こ

ど

も

園

私
立
認
定

こ
ど
も
園

下表の幼稚園(2園)は、平成27年度から保育ニーズに対応予定です。

下表のうち、寺方保育所・南保育所は平成27年6月に統合予定です。

一乗寺学園

白ばら保育園

らいこうじ学園

土居ひまわり保育園

橋波保育園

錦保育園

守口中央保育園

八雲中しろはと保育園

寺内さくら保育園

たちばな東保育園

高瀬ひまわり保育園

金田町1-48-18
(6901-2400)
藤田町5-2-5
(6902-2250)
佐太中町6-53-12
(6902-3173)
早苗町6-19
(6991-2441)
大宮通1-14-20
(6998-5321)
寺方本通4-4-22
(6997-4008)
佐太中町1-4-18
(6901-0521)
八雲中町1-22-3
(6909-0061)
寺内町2-9-16
(6991-0497)
大久保町4-1-20
(6901-2763)
馬場町1-7-18
(6996-0301)

御幸幼稚園

大阪国際大和田幼稚園

桃町2-8
(6991-1822)
藤田町6-21-57
(6902-7329)

寺方保育所

南保育所

北寺方保育所

大宮保育所

八雲東保育所

外島保育所

西保育所

佐太保育所

金田保育所

梶保育所

大久保保育所

南寺方北通1-10-20
(6996-9381)
寺方元町4-2-5
(6993-8845)
寺方本通1-3-4
(6998-7424)
大宮通3-13-7
(6996-2070)
八雲東町2-39-13
(6909-3344)
外島町2-48
(6997-0484)
八雲西町2-27-9
(6991-2901)
佐太中町4-1-39
(6902-1160)
金田町2-45-21
(6902-1170)
梶町2-21-14
(6902-0383)
大久保町1-24-7
(6902-1400)

藤田保育所 藤田町4-27-21
(6903-8406)

2か月～就学前

6か月～就学前

1歳～就学前

2歳～就学前

6か月～就学前

1歳～就学前

6か月～就学前

1歳～就学前

6か月～就学前

2歳～就学前

6か月～就学前

3歳～就学前(予定)

2か月～就学前

名　称 所在地(☎) 対象児童

子
育
て
支
援

交
流
活
動

〜
公
立
保
育
所
で
実
施
〜

16歳以上の人

（ボール代含む）
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受
付
中

相
談
日　

毎
週
水
・
金
曜
日

（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除

く
）

相
談
場
所　

京
阪
守
口
市
駅
前

テ
ル
プ
ラ
ザ
２
階
ラ
ポ
ー
ル

※

予
約
制
・
秘
密
厳
守
・
相
談

無
料
（
た
だ
し
、
就
職
を
直
接

あ
っ
せ
ん
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）

予
約
・
問
合
先　

地
域
振
興
課

（
☎
６
９
９
２
・
１
４
９

０
）
、
ラ
ポ
ー
ル
（
☎
６
９
９

２
・
１
２
９
０
）

　

「
仕
事
を
見
つ
け
た
い
の
で

す
が
、
何
か
ら
始
め
て
い
い
の

か…

」
「
面
接
の
受
け
方
が
わ

か
ら
な
い
の
で
す
が…

」
「
働

く
た
め
の
資
格
を
取
り
た
い
ん

で
す
が…

」

　

就
労
意
欲
は
持
っ
て
い
な
が

ら
、
就
労
に
つ
な
が
り
に
く
い

人
の
雇
用
・
就
労
の
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
の
人
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
越

し
下
さ
い
。
専
門
の
相
談
員
が

丁
寧
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
件
数
の
総
数
は
、
585
件

で
、
昨
年
同
時
期
に
比
べ
約
３

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
相

談
件
数
は
微
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
相
談
内
容
は
複
雑
・
多

様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
解
決

す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
別
に
見
る
と
、
契

約
・
解
約
に
関
す
る
も
の
が
全

体
の
約
69
％
と
最
も
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
。
つ
い
で
販
売
方

法
に
問
題
が
あ
る
も
の
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

商
品
サ
ー
ビ
ス
別
相
談
件
数

で
は
、
運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
約

27
％
を
占
め
て
お
り
、
主
に
ア

ダ
ル
ト
情
報
サ
イ
ト
や
有
料
サ

イ
ト
に
係
る
不
当
請
求
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
金

融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

も
の
が
約
９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

年
齢
別
の
特
徴
と
し
て
は
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
が
最
も
多

く
全
体
の
約
41
％
で
、
訪
問
販

売
や
電
話
勧
誘
販
売
、
通
信
販

売
と
い
っ
た
特
殊
販
売
が
過
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
。

事
例
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
ト
ラ

ブ
ル
防
止
の
た
め
に
は
契
約
前

に
確
認
・
検
討
を
！

　

近
所
で
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

し
て
い
た
業
者
の
人
と
、
道
で

世
間
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
昨
日
、
そ
の
業
者
が
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
し
な
い
か
と

訪
問
し
て
き
た
。
必
要
な
い
と

断
っ
た
が
何
度
も
お
願
い
さ

れ
、
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。
最
初
は
20
万
円
く

ら
い
と
い
う
話
だ
っ
た
の
に
、

最
終
的
に
は
100
万
円
も
す
る
工

事
の
契
約
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
高
額
な
工
事
は

や
は
り
必
要
な
い
と
思
う
の
で

解
約
し
た
い
。

○
特
定
商
取
引
法
で
は
、
訪
問

販
売
に
つ
い
て
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

法
律
で
定
め
ら
れ
た
内
容
を
記

載
し
た
書
面
を
出
す
よ
う
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
書
面

を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
無
条
件
で
解
約
で
き

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

は
、
は
が
き
な
ど
の
書
面
で
行

い
、
記
録
が
残
る
よ
う
に
コ
ピ

ー
を
取
り
、
「
特
定
記
録
郵

便
」
や
「
簡
易
書
留
」
で
送
付

し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
契

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
世
の
中
は

大
き
く
変
化
し
、
家
族
意
識
や
慣
習

に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
化
し
て
い

ま
す
。

　

「
虹
の
丘
」
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き

る
お
墓
で
、
管
理
は
当
組
合
が
行
い

ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
関
係
市
外
の
人
も

申
込
可
能
で
す
。

申
込
・
問
合
先　

飯
盛
霊
園
組
合

（
☎
0
7
4
3
･
78
･
1
1
9
5
）

約
を
す
る
場
合
は
、
複
数
の
業

者
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
、
金

額
だ
け
で
な
く
、
工
事
の
内
容

や
材
料
、
工
事
期
間
な
ど
も
確

認
し
、
不
明
な
点
は
納
得
す
る

ま
で
説
明
を
求
め
、
必
ず
契
約

書
を
取
り
交
わ
し
、
見
積
書
や

契
約
約
款
、
設
計
図
、
仕
様
書

な
ど
も
受
け
取
り
、
内
容
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
相

談
窓
口
と
し
て
、
（
公
財
）
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支

援
セ
ン
タ
ー
の
「
住
ま
い
る
ダ

イ
ヤ
ル
」
（
☎
０
５
７
０
・

016
・
100
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

利
用
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

事
例
２

遠
隔
操
作
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変

更
、
こ
れ
っ
て
契
約
成
立
で
す

か
？

　

数
日
前
、
大
手
通
信
会
社
を

名
乗
り
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
更

す
れ
ば
、
月
々
の
料
金
が
安
く

な
る
と
電
話
で
勧
誘
が
あ
っ

た
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
作
業

は
遠
隔
操
作
で
行
う
か
ら
と
、

言
わ
れ
る
ま
ま
に
パ
ソ
コ
ン
を

起
動
さ
せ
た
。
操
作
は
数
分
で

終
わ
り
、
何
が
行
わ
れ
た
か
全

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
昨
日
、

知
ら
な
い
会
社
名
で
封
書
が
届

き
、
契
約
を
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
頼
ん
で
も
い
な
い

オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
付
い

て
お
り
、
月
額
料
金
が
説
明
よ

り
高
額
な
の
で
解
約
し
た
い
。

○
最
近
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
契
約

に
あ
た
り
、
相
談
事
例
の
よ
う

な
「
承
諾
し
て
い
な
い
プ
ロ
バ

イ
ダ
の
契
約
を
申
し
込
ん
だ
こ

と
に
な
っ
て
い
た
」
な
ど
、
遠

隔
操
作
に
よ
る
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル

が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

勧
誘
業
者
に
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

を
遠
隔
操
作
さ
れ
て
し
ま
う

と
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
を
確
認
す
る
機
会

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
安

易
に
勧
誘
業
者
に
遠
隔
操
作
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

○
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
は
、
口
頭

の
合
意
の
み
で
契
約
が
有
効
に

成
立
し
ま
す
。
電
話
で
は
不
意

を
つ
い
て
勧
誘
さ
れ
る
た
め
、

契
約
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き

ず
に
契
約
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
勧
誘
を
さ
れ
て
も

す
ぐ
に
了
承
せ
ず
、
契
約
内
容

や
利
用
料
金
、
解
約
条
件
な
ど

を
確
認
し
、
必
要
が
無
け
れ

ば
、
き
っ
ぱ
り
と
断
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

相談専用電話　☎ 6998-3600
〔相談時間　9：30～16：30]
土・日曜、祝日の相談窓口
消費者ホットライン　☎0570-064-370
〔相談時間　10：00～16：00]

消費生活センターだより消費生活センターだより
お
問
い
合
わ
せ
は…

特
徴
的
な
相
談
事
例

助
　
言

助
　
言

　

市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象

に
、
消
費
生
活
出
前
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
（
少
人
数
か
ら

可
）
。
悪
質
商
法
の
最
新
手
口

や
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

処
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

開
催
を
希
望
す
る
人
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
問
合
せ
下

さ
い
。

　

市
、
市
水
道
局
が
発
注
す
る

物
品
、
印
刷
関
係
、
建
設
工
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
業
務
の
競
争
入
札
（
見
積

り
）
に
参
加
す
る
場
合
は
、
左

表
の
と
お
り
参
加
願
い
を
提
出

し
て
下
さ
い
。

と　き　1月28日㈬14:00
　　　　（13:30開場）
ところ　教育文化会館（中央公民館）
　　　　５階ホール
講　師　消費者問題研究所
　　　　代表・垣田達哉氏
※手話通訳が必要な人は1月14日㈬まで
に要予約

問合先　消費生活センター
　　　（☎6992‒1337、　6998‒3603）

消費者啓発講座

雇
用
・
就
労
相
談

～安心できる表示とは～
食品表示の現状と問題点

(27・28・29年度の3か年)
※26年度に申請した場合、
　今回は不要

市役所への参加願い 水道局への参加願い

業　種

物品・印刷・リース・
委託業務等関係 建設工事関係 測量・建設コンサルタント

等業務関係
物品・印刷・リース・
委託業務等関係

建設工事関係、測量・
建設コンサルタント等
業務関係

補充登録
更新・新規登録

(27・28年度の2か年)

提出書類 市指定様式 市指定様式および中央公契連統一様式 局指定様式 局指定様式および中央
公契連統一様式

用紙配付
市・水道局ホームページからダウンロードできます。

受付期間
・方法

（日） （火）（消印有効）
郵送（宅配便を含む）による受付

（日） （金）（消印有効）
郵送（宅配便を含む）による受付

問合先

更新・新規登録
・26年度に申請

した場合、今回は不要

補充登録（27年度のみ）

(27・28年度の2か年)

受付
入札・見積り
参加願い

飯盛霊園だより

合
葬
墓

「
虹
の
丘
」

（
合
葬
式
墓
地
）

年末年始臨時バス時刻表

①守口、 門真、大東、四條畷市の市民、飯盛霊園の墓所使用者

※年末年始は守口市駅からの臨時バスはありません。

申
込
資
格

使
用
料
額

申
込

受
付

合葬

合葬＋
個別安置

合葬＋記名

合葬＋
個別安置＋
記名

100,000円

150,000円

200,000円

125,000円

200,000円

275,000円

50,000円

資格① 資格②
直接、合葬室に埋蔵します。

骨つぼに納めた状態で10年間安置
した後、合葬室に埋蔵します。

虹の丘の名板に氏名などを刻字し、
直接合葬室に埋蔵します。

虹の丘の名板に氏名などを刻字し、
骨つぼに納めた状態で10年間安置
した後、合葬室に埋蔵します。

合葬墓「虹の丘」使用許可申請書（コミュニティ推進課、同組合で配布）
に必要書類を添えて、同組合に郵送または持参して下さい。
〒575-0012　四條畷市大字下田原448

9：00～17：00（土・日曜、祝日も受付可）

②上記以外の市民（個別安置・記名は割増となります）

京阪大和田駅発→飯盛霊園行

8時
9･10時
11時
12･13時

00    30
00    30
00 
00

 
00 
00 
 

12月29(月)～31日(水)  1月1(祝)～3日(土)

飯盛霊園発→京阪大和田駅行

8時
9～11時
12･13時

       30 
00     30 
       30 

 
   30

12月29(月)～31日(水)  1月1(祝)～3日(土)

平
成
26
年
度
上
半
期
（
４
〜
９

月
）
の
消
費
生
活
相
談

※

お
知
ら
せ
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●申
は
申
し
込
み
、
●問
は
問
合

先
を
表
し
ま
す
。

中
央
公
民
館

☎
６
9
９
１
・
０
３
１
８

庭
窪
公
民
館

☎
6
9
0
2
・
0
5
8
0

三
郷
公
民
館

☎
６
９
９
２
・
８
６
１
６

南
部
公
民
館

☎
6
9
9
7
・
4
1
2
0

八
雲
東
公
民
館

☎
６
９
０
６
・
６
３
０
０

公
民
館
分
室（
庭
窪
）

☎
6
9
0
1
・
2
2
0
0

東
部
公
民
館

☎
6
9
0
2
・
5
5
0
0

東
公
民
館

☎
６
９
０
１
・
７
１
５
５

北
部
公
民
館

☎
6
9
0
6
・
5
4
0
0

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
民
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
９
９
５
・
７
８
３
３

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
6
9
0
2
・
1
0
0
6

ム
ー
ブ
21

（
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
９
０
５
・
３
９
２
１

錦
公
民
館

☎
6
9
9
1
・
1
5
4
8

菊
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
６
９
９
２
・
７
６
２
２

時
30
分
。
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
・
松
村
薫
氏
。
先
着
30

人
。
●申
12
月
３
日
㈬
か
ら

◆
あ
そ
び
の
広
場
〜
フ
リ
ー
〜

　

12
月
９
日
㈫
午
前
10
時
。
就

学
前
の
子
と
保
護
者
で
自
由
参

加◆
年
齢
別
講
座
「
１
歳
の
育
ち

と
あ
そ
び
」　

12
月
17
日
㈬
午

前
10
時
。
12
月
17
日
現
在
１
歳

の
子
と
保
護
者
。
先
着
15
組
。

●申
12
月
４
日
㈭
か
ら

◆
子
育
て
講
座
「
英
語
で
あ
そ

ぼ
う
」　

12
月
９
日
㈫
午
前
10

時
30
分
。
八
雲
中
し
ろ
は
と
保

育
園
。
３
歳
〜
就
学
前
の
子
と

保
護
者
。
㈱
ジ
ャ
ク
パ
英
会
話

講
師
。
先
着
15
組
。
●申
●問
12
月

８
日
㈪
ま
で
に
八
雲
中
し
ろ
は

と
保
育
園
（
☎
６
９
０
９
・
０

０
６
１
）

◆
子
育
て
講
座
「
子
ど
も
と
マ

マ
の
心
を
色
で
見
つ
め
る
♡
色

育
講
座
」　

12
月
11
日
㈭
午
前

10
時
。
土
居
ひ
ま
わ
り
保
育

園
。
２
〜
３
歳
の
子
と
保
護

者
。
子
育
て
カ
ラ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
色
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

神
守
圭
子
氏
。
先
着
12
組
。
●申

●問
12
月
３
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分
に
土
居
ひ
ま
わ

り
保
育
園
（
☎
６
９
９
１
・
２

４
４
１
）

◆
子
育
て
講
座
「
子
ど
も
と
作

る
失
敗
し
な
い
パ
ン
ケ
ー
キ
」

　

12
月
４
日
㈭
午
前
10
時
30

分
。
錦
保
育
園
。
２
歳
〜
就
学

前
の
子
と
保
護
者
。
お
菓
子
教

室
主
宰
・
大
槻
美
智
子
氏
。
先

着
10
組
。
●申
●問
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
に
電
話
で
錦
保
育
園

（
☎
６
９
９
７
・
４
０
０
８
）

◆
子
育
て
講
座
「
親
子
で
作
ろ

う
ブ
リ
ザ
ー
ブ
・
リ
ー
ス
」　

12
月
12
日
㈮
午
前
10
時
30
分
。

錦
保
育
園
。
２
歳
〜
就
学
前
の

子
と
保
護
者
。
ブ
リ
ザ
ー
ブ
教

室
主
宰
・
武
田
理
沙
氏
。
先
着

10
組
。
●申
●問
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
に
電
話
で
錦
保
育
園
（
☎

６
９
９
７
・
４
０
０
８
）

◆
「
絵
本
の
時
間
」　

12
月
18

日
㈭
午
前
10
時
30
分
。
０
歳
か

ら
の
幼
児
と
保
護
者
。
絵
本
の

読
み
手
サ
ー
ク
ル
「
わ
く
わ

く
」

◆
第
17
回
市
老
連
新
春
囲
碁
・

将
棋
大
会　

１
月
23
日
㈮
午
前

９
時
30
分
。
市
内
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
。
参
加
費
500
円
。
囲

碁
・
将
棋
各
先
着
32
人
。
●申
12

月
11
㈭
〜
24
日
㈬
に
参
加
費
を

添
え
て
菊
水
・
佐
太
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

◆
定
例
お
は
な
し
会
〜
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
〜　

▽

12
月
６
日
㈯
「
守
口
絵
本
の

会
」
▽
20
日
㈯
「
く
す
の

木
」
。
い
ず
れ
も
午
後
２
時

◆
土
曜
ス
テ
ー
ジ　

▽
12
月
６

日
㈯
「
歌
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
」
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
▽

13
日
㈯
「
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー

ト
」
市
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
▽
20
日
㈯
「
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
」
ジ
ョ
イ
ベ
ル
・
カ

ド
マ
▽
27
日
㈯
「
ウ
ィ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
盛
聡
子
氏
・
恩

智
多
英
子
氏
。
い
ず
れ
も
午
後

５
時

◆
も
り
ぐ
ち
市
民
大
学
講
座
２

０
１
４
（
後
期
）　

▽
12
月
６

日
㈯
「
文
禄
堤
と
守
口
宿
」
郷

土
史
研
究
家
・
岸
田
護
氏
▽
１

月
24
日
㈯
「
金
子
み
す
ず
の
詩

で
綴
る
、
癒
し
の
ギ
タ
ー
」
僧

侶
ギ
タ
リ
ス
ト
・
古
川
忠
義
氏

▽
２
月
14
日
㈯
「
浪
曲
Ｒ
Ｏ
Ｃ

Ｋ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
！
」
浪
曲
師
・
春

野
恵
子
氏
。
各
回
午
後
２
時
。

受
講
料
１
回
500
円
。
●申
受
付
中

◆
第
九
＆
メ
サ
イ
ア
演
奏
会　

12
月
７
日
㈰
午
後
６
時
30
分
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
交
響
曲
第

９
番
ニ
短
調
op
．
125
（
合
唱

付
）
」
、
ヘ
ン
デ
ル
「
オ
ラ
ト

リ
オ
『
メ
サ
イ
ア
』
よ
り
ハ
レ

ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
」
指
揮
・
高
曲

伸
和
氏
、
テ
ノ
ー
ル
・
眞
木
喜

規
氏
、
合
唱
・
ム
ー
ブ
21
合
唱

団
ほ
か
。
前
売
・
当
日
と
も
１

千
200
円
（
友
の
会
１
千
円
）
。

全
席
自
由
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

（
13
面
へ
続
く
）

官
・
鹿
取
香
織
氏
。
先
着
30
人

◆
た
の
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
〜

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ブ
ラ
ス
演

奏
ほ
か
〜　

12
月
６
日
㈯
午
前

10
時
30
分
。
幼
児
〜
大
人
ま

で
。
花
田
智
子
氏
、
松
尾
福
一

氏
、
ブ
ラ
ス
の
輪
チ
ー
ム
「
さ

っ
さ
ー
ん
」
。
先
着
40
人
（
当

日
受
付
）

◆
冬
の
寄
せ
植
え
〜
正
月
用
寄

せ
植
え
〜　

12
月
20
日
㈯
午
前

10
時
30
分
。
若
月
甲
子
氏
。
材

料
費
１
千
500
円
。
先
着
30
人
。

手
袋
と
新
聞
紙
を
持
参
。
●申

12
月
２
日
㈫
か
ら
材
料
費
を
添

え
て

◆
冬
休
み
子
ど
も
将
棋
教
室　

12
月
25
日
㈭
、
１
月
６
日
㈫

（
全
２
回
）
午
前
10
時
。
小
学

生
以
上
。
原
一
義
氏
、
松
島
脩

氏
。
先
着
20
人
。
●申
12
月
２
日

㈫
か
ら

◆
親
子
の
あ
そ
び
座
＠
ヒ
ガ
シ

〜
お
も
ち
ゃ
遊
び
、
絵
本
、
手

遊
び
な
ど
〜　

12
月
11
日
㈭
午

前
10
時
。
幼
児
と
保
護
者
。
子

育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
東
地

区
社
会
福
祉
委
員
会
。
先
着
30

組
（
当
日
受
付
）

◆
あ
そ
び
の
広
場
〜
フ
リ
ー
〜

　

12
月
12
日
㈮
午
前
10
時
。
就

学
前
の
子
と
保
護
者
で
自
由
参

加　

●問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
６
９
９
５
・
７
８
３

３
）

◆
北
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
家
庭
教
育
講
座

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜
」　

12
月
17
日
㈬
午
後
１

◆
八
雲
東
地
区
活
動
推
進
委
員

会
企
画
「
学
ん
で
健
康　

お
い

し
く
減
塩
教
室
〜
高
齢
者
の
食

事
・
血
圧
の
高
い
人
な
ど
に
、

ど
の
よ
う
な
美
味
し
い
味
付
け

が
い
い
の
？
〜
」　

12
月
13
日

㈯
午
後
１
時
。
守
口
門
真
地
域

活
動
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
会
栄
養

士
。
受
講
料
200
円
。
先
着
30

人
。
筆
記
用
具
を
持
参
。※

み

そ
汁
の
塩
分
測
定
を
し
ま
す

（
希
望
す
る
家
庭
）
。
●申
12
月

２
日
㈫
か
ら
受
講
料
を
添
え
て

◆
「
干
支
（
未
）
の
張
子
絵
付

け
教
室
〜
自
分
だ
け
の
手
作
り

人
形
を
作
ろ
う
〜
」　

12
月
13

日
㈯
午
後
１
時
。
よ
う
き
・
す

な
お
会
講
師
・
井
上
典
子
氏
。

材
料
費
500
円
。
先
着
30
人
。
●申

12
月
２
日
㈫
か
ら
材
料
費
を
添

え
て

◆
救
命
・
救
急
医
療
講
座
〜
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
触
れ
、
実
際
の
使
い
方

を
学
ぼ
う
〜　

12
月
６
日
㈯
午

後
２
時
。
大
道
会
森
ノ
宮
病
院

医
師
・
小
竹
淳
一
郎
氏
。
先
着

20
人
。
●申
12
月
２
日
㈫
か
ら

◆
「
金
融
講
座
〜
金
融
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

・
金
融
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て

〜
」　

12
月
18
日
㈭
午
前
10

時
。
近
畿
財
務
局
金
融
調
整

◆
東
部
公
民
館
主
催
事
業
「
親

子
の
楽
し
い
お
は
な
し
ク
リ
ス

マ
ス
」　

12
月
19
日
㈮
午
前
10

時
30
分
。
１
歳
以
上
の
幼
児
と

保
護
者
。
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
こ
ま
ど
り
」
。
先

着
20
組
。
●申
12
月
３
日
㈬
か
ら

◆
東
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
事
業
「
初
心
者
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
教
室
（
全
５
回
）
」　

１
月

20
・
27
日
、
２
月
３
・
10
・
17

日
㈫
午
後
１
時
30
分
。
フ
ラ
サ

ー
ク
ル
・
ナ
・
ホ
ヌ
・
宮
崎
エ

イ
子
氏
。
先
着
30
人
。
動
き
や

す
い
服
装
で
上
靴
を
持
参
。
●申

12
月
20
日
㈯
か
ら

◆
南
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
お
正
月
用
寄
せ

植
え
教
室
」　

12
月
23
日
㈷
午

前
10
時
。
ガ
ー
デ
ン
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
磯
部
和
子
氏
。
材

料
費
１
千
800
円
。
先
着
20
人
。

●申
12
月
２
日
㈫
か
ら
材
料
費
を

添
え
て

◆
南
部
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン

企
画
〜
親
子
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ

く
り
教
室
〜
」　

１
月
31
日
㈯

午
後
１
時
30
分
。
小
学
生
と
保

護
者
。
大
手
前
製
菓
学
院
洋
菓

子
講
師
・
西
口
敦
史
氏
。
材
料

費
800
円
。
先
着
16
組
。
●申
12
月

２
日
㈫
か
ら
材
料
費
を
添
え
て

ら
材
料
費
を
添
え
て

◆
庭
窪
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座
「
子
ど
も
ケ
ー
キ

教
室
〜
お
い
し
い
よ
！
自
分
で

作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
〜
」

　

12
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30

分
。
小
学
４
〜
６
年
生
。
マ
オ

ズ
パ
ン
教
室
・
宮
山
雅
子
氏
。

先
着
15
人
。
材
料
費
１
千
円
。

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
タ
オ

ル
を
持
参
。
●申
12
月
２
日
㈫
か

ら
材
料
費
を
添
え
て

◆
き
ん
だ
あ
そ
び
の
広
場　

12

月
５
日
㈮
午
前
10
時
。
０
歳
〜

就
学
前
の
子
と
保
護
者
で
自
由

参
加　

●問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
６
９
９
５
・
７
８
３

３
）

◆
お
し
ゃ
れ
な
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
講
座
〜
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
〜　

12
月
14
日
㈰
午
後
１
時
30
分
。

小
学
生
（
大
人
も
可
）
。
森
岡

紗
知
子
氏
。
教
材
費
500
円
。
先

着
20
人
。
目
打
ち
、
絵
筆

（
小
）
を
持
参
。
●申
12
月
３
日

㈬
か
ら
教
材
費
を
添
え
て

紙
芝
居
「
大
き
く
大
き
く
大
き

く
な
あ
れ
」
。
お
は
な
し
サ
ー

ク
ル
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
。
先

着
20
組
。
●申
受
付
中
（
当
日
も

可
）

◆
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
の
指
導

・
操
作
相
談
（
入
門
程
度
）
」

　

12
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30

分
。
サ
ー
ク
ル
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
。
先
着
10
人
。

●申
12
月
２
日
㈫
か
ら

◆
三
郷
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
講
座　

▽
「
親
子
ク
リ

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
〜
親
子
で

楽
し
く
ケ
ー
キ
作
り
＊
今
年
は

ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
だ
よ

〜
」　

12
月
23
日
㈷
午
前
10

時
。
親
子
。
管
理
栄
養
士
・
橋

本
通
子
氏
ほ
か
。
材
料
費
１
千

500
円
。
先
着
10
組
▽
「
お
正
月

用
盛
り
花
〜
新
年
を
生
花
で
飾

る
〜
」　

12
月
27
日
㈯
午
前
10

時
。
未
生
正
流
・
橋
本
奈
里
子

氏
ほ
か
。
材
料
費
２
千
500
円
。

先
着
20
人
。
●申
12
月
３
日
㈬
か

◆
第
27
回
文
化
サ
ー
ク
ル
発
表

会　

12
月
６
㈯
・
７
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
演
芸
の
部

は
７
日
の
み
午
前
11
時
開

演
）
。
展
示
・
演
芸
・
体
験
・

作
品
販
売
な
ど

◆
手
話
体
験
教
室　

12
月
６
日

㈯
午
後
１
時
。
●申
当
日
受
付

◆
健
康
体
操
体
験
教
室　

12
月

６
日
㈯
午
後
1
時
30
分
。
●申
当

日
受
付

◆
中
央
公
民
館
活
動
推
進
委
員

会
企
画
「
子
育
て
パ
パ
・
マ
マ

の
お
助
け
講
座
〜
生
活
リ
ズ
ム

と
パ
パ
ッ
と
料
理
〜
」　

12
月

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
。
幼
児

を
育
て
て
い
る
人
（
子
ど
も
の

同
伴
可
）
。
大
阪
友
の
会
地
域

リ
ー
ダ
ー
。
先
着
40
人
。
●申
受

付
中

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
広
場　

12
月
18
日
㈭
午
前
10
時
30
分
。

１
歳
か
ら
の
幼
児
と
保
護
者
。

え　

 

と

ひ
つ
じ

対
象　

５
歳
以
上
の
子
ど
も
〜

大
人

出
演　

音
楽
療
法
士
・
岩
井
佳

子
氏
、
シ
ョ
ー
ダ
ン
ス
「
ア
ル

シ
ェ
」
の
み
な
さ
ん
（
写
真
）

曲
名　

「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
」
な
ど

申
込
・
問
合
先　

電
話
で
、
中

央
公
民
館
（
☎
６
９
９
１
・
０

３
１
８
）

　

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
た

ち
が
華
麗
に
舞
っ
た
あ
の
曲
、

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
聴
い
た
あ
の

曲
、
映
画
音
楽
な
ど
を
踊
り
と

と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。
世
代

を
超
え
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

と
き　

12
月
21
日
㈰
午
前
11
時

開
演
（
午
前
10
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

教
育
文
化
会
館
（
中

央
公
民
館
）
５
階
ホ
ー
ル
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集

募

エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

☎
６
９
９
２
・
１
２
７
６

市
民
体
育
館

☎
６
９
９
２
・
８
２
０
１

花
図
か
ん

☎
６
９
９
４
・
０
０
８
７

し

催

他
の
そ

＝
14
㈬
・
22
日
㈭
（
午
前
／
午

後
Ａ
）
。
午
前
＝
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
Ａ
＝
正
午
〜
午
後

２
時
30
分
（
利
用
時
間
に
は
準

備
、
清
掃
、
後
片
付
け
を
含

む
）
。
利
用
区
分
ご
と
に
市
内

一
般
300
円
（
ヘ
ル
シ
ー
ア
ッ
プ

講
習
会
を
受
講
し
た
人
は
250

円
）
、
市
内
小
・
中
学
生
150

円
、
市
外
者
倍
額
。
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル

な
ど
を
持
参
。
●申
各
開
放
日
当

日
、
利
用
券
を
購
入
し
窓
口

◆
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
利
用

講
習
会
（
１
月
分
）
「
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ル
ー
ム
の
利
用
方
法
お

よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
の
使

用
法
ほ
か
」　

13
・
27
日
㈫
午

後
７
時
、
17
・
31
日
㈯
午
前
10

時
45
分
。
中
学
校
卒
業
以
上
の

人
。
㈱
ミ
ズ
ノ
指
導
員
。
費
用

２
千
円
。
各
先
着
11
人
。
受
付

随
時

見
泰
宏
氏
。
費
用
１
千
500
円
。

先
着
15
人
。
●申
12
月
９
日
㈫
か

ら◆
エ
ヴ
ェ
ッ
サ
チ
ア
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
無
料
体
験　

１
月
９
日

㈮
▽
４
歳
〜
小
学
３
年
生
（
キ

ッ
ズ
）
＝
午
後
６
時
▽
小
学
４

年
生
〜
中
学
生
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

＝
午
後
７
時
10
分
。
大
阪
エ
ヴ

ェ
ッ
サ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
先

着
各
20
人
。
●申
12
月
1
日
㈪
か

ら◆
一
般
開
放
（
１
月
分
）　

▽

卓
球
＝
16
・
30
日
㈮
（
午
後

Ａ
）
▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
８

㈭
・
16
日
㈮
（
午
前
／
午
後

Ａ
）
▽
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

◆
環
境
カ
レ
ッ
ジ
〜
子
ど
も
向

け
環
境
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
〜　

12

月
27
日
㈯
午
後
２
時

◆
エ
ナ
ジ
ー
フ
ロ
ア
コ
ン
サ
ー

ト　

錦
心
流
薩
摩
琵
琶
全
国
一

水
会
大
阪
支
部
の
演
奏
に
よ
る

「
琵
琶
（
び
わ
）
」
の
美
し
い

音
色
で
、
心
も
身
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

12
月
21
日
㈰
午
後
２
時
開
演

「
入
場
無
料
」

◆
陶
芸
教
室
〜
初
心
者
歓
迎
〜

　

火
・
水
曜
ク
ラ
ス
各
曜
日
午

後
６
時
30
分
。
月
額
６
千
円

（
別
途
、
粘
土
代
500
円
が
必

要
）

◆
緑
・
花
講
習
会
　
▽
「
ク
リ

ス
マ
ス
の
寄
せ
植
え
」　

12
月

12
日
㈮
午
後
１
時
30
分
。
岩
見

泰
宏
氏
。
費
用
１
千
500
円
。
先

着
15
人
。
●申
12
月
２
日
㈫
か
ら

▽
「
お
正
月
の
鉢
植
え
飾
り
」

　

19
日
㈮
午
後
１
時
30
分
。
岩

◆
楽
し
い
手
話
１
日
講
座
（
ビ

ギ
ナ
ー
ズ
対
象
）
〜
ま
っ
た
く

手
話
に
ふ
れ
た
こ
と
が
な
い
人

を
対
象
〜　

12
月
13
日
㈯
午
後

２
時
。
小
学
生
以
上
（
親
子
で

の
参
加
も
可
）
。
先
着
10
人

（
事
前
申
込
要
）
。
筆
記
用
具

を
持
参
。
無
料

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト　

▽
12
月
14
日
㈰
「
ハ
ン
ド
ベ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
山

根
邦
子
氏
、
村
上
麻
央
氏
（
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
）
、
石
原
綾

乃
氏
（
ピ
ア
ノ
）
、
谷
口
啓
氏

（
ギ
タ
ー
）
▽
23
日
㈷
「
ク
リ

ス
マ
ス
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ

ー
ト
」
眞
田
彩
氏
。
各
回
午
後

２
時
。
前
売
・
当
日
と
も
500
円

（
友
の
会
400
円
）
。
全
席
自

由
。
チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

　

定
員　

先
着
80
人　

●申
●問
12

月
10
日
㈬
ま
で
に
、
守
口
障
害

者
生
活
支
援
事
業
所
「
み
み
」

（
☎
６
９
９
３
・
９
６
４
０
、

　

６
９
９
３
・
９
６
４
７
）

★
大
阪
ろ
う
あ
者
成
人
式
　
と

き　

１
月
11
日
㈰
午
後
１
〜
４

時　

と
こ
ろ　

府
谷
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町

５-

４-

13
）　

対
象　

平
成

６
年
４
月
２
日
〜
平
成
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人　

●申
●問
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
フ
ァ

ク
ス
番
号
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
、
（
公
社
）
大
阪
聴
力

障
害
者
協
会
事
務
局
（
☎
６
７

６
１
・
１
３
９
４
、　

６
７
６

８
・
３
８
３
３
）

★
関
西
医
大
枚
方
病
院
市
民
公

開
講
座
「
肝
臓
の
病
気
に
つ
い

て
〜
最
新
の
治
療
や
食
事
療
法

を
知
ろ
う
〜
」
　
と
き　

12
月

20
日
㈯
午
後
２
時　

と
こ
ろ　

関
西
医
科
大
学
附
属
枚
方
病
院

13
階
講
堂　

内
容　

①
Ｂ
型
・

Ｃ
型
慢
性
肝
炎
〜
こ
こ
ま
で
治

る
最
新
治
療
〜
②
肝
臓
が
ん
〜

外
科
的
治
療
の
実
際
〜
③
肝
臓

病
の
食
事
〜
慢
性
肝
炎
・
肝
臓

が
ん
術
後
の
食
事
療
法
〜　

定

員　

先
着
150
人
（
当
日
午
後
１

時
30
分
よ
り
会
場
で
受
付
）　

●問
同
病
院
管
理
課
広
報
係
（
☎

072
・
804
・
２
９
８
０
）

★
第
14
回
北
河
内
成
人
の
つ
ど

い
　
障
が
い
の
あ
る
人
の
成
人

を
祝
う
手
作
り
の
成
人
式
。
　

と
き　

１
月
17
日
㈯
午
後
０
時

30
分　

と
こ
ろ　

枚
方
市
立
地

域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
（
輝

き
プ
ラ
ザ
き
ら
ら
）　

参
加
費

　

１
千
円　

●問
社
会
福
祉
法
人

ま
り
も
会
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
わ
か
た
け
（
☎
072
・

805
・
９
９
１
１
、　

072
・
805
・

９
９
１
０
）

★
第
８
回
エ
ル
・
フ
ェ
ス
タ
in

北
河
内
西
「
働
く
た
め
の
生
活

24
時
」
　
障
害
の
あ
る
人
の
働

く
生
活
を
広
く
市
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
。
　
と
き　

12
月
５
日

㈮
午
前
10
時
（
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始
）　

と
こ
ろ　

門
真

市
民
文
化
会
館
ル
ミ
エ
ー
ル
ホ

ー
ル
小
ホ
ー
ル　

内
容　

▽
第

１
部
・
午
前
10
時
＝
障
害
の
あ

る
人
の
就
労
啓
発
イ
ベ
ン
ト

（
参
加
自
由
）
▽
第
２
部
・
午

後
２
時
＝
就
労
に
向
け
た
模
擬

面
接
（
要
事
前
申
込
）　

●申
●問

北
河
内
西
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
ー
く
ぷ
ら
す

（
☎
６
９
９
４
・
３
９
８
８
）

★
府
立
北
大
阪
高
等
職
業
技
術

専
門
校
見
学
会
　
と
き　

12
月

17
日
㈬
、
１
月
13
㈫
・
26
日
㈪

い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
〜
４

時
30
分　

と
こ
ろ　

同
校
（
枚

方
市
津
田
山
手
２-

11-

40
）

　

対
象　

平
成
27
年
４
月
入
校

を
検
討
し
て
い
る
人　

内
容　

各
科
目
の
実
習
訓
練
を
見
学
、

各
科
目
別
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
科

目
に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー　

４
月
入
校
科
目　

も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
科
、
建
築
設
計
科
、

住
宅
設
備
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
木

工
科
（
ワ
ー
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

科
を
除
く
）　

●問
同
校
総
務
課

（
☎
072
・
808
・
２
１
５
１
）

★
日
本
政
策
金
融
公
庫
（
国
民

生
活
事
業
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

▽
新
規
開
業
ロ
ー
ン　

利
用

資
格　

新
た
に
事
業
を
始
め
る

ま
た
は
事
業
開
始
後
お
お
む
ね

５
年
以
内
で
、
雇
用
の
創
出
な

ど
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人

　

融
資
限
度
額　

７
千
200
万
円

以
内
（
運
転
資
金
４
千
800
万
円

以
内
）　

返
済
期
間　

運
転
資

金
５
年
以
内
、
設
備
資
金
15
年

以
内　

利
率　

固
定
金
利　

▽

国
の
事
業
ロ
ー
ン　

利
用
資
格

　

中
小
企
業
者
（
一
部
業
種
を

除
く
）　

融
資
限
度
額　

４
千

800
万
円
以
内　

返
済
期
間　

運

転
資
金
５
年
以
内
、
設
備
資
金

10
年
以
内　

利
率　

固
定
金
利

　

●問
日
本
政
策
金
融
公
庫
守
口

支
店
（
☎
６
９
９
３
・
６
１
２

１
）

　

動
か
し
ま
し
ょ
う
〜
」
　
と
き

　

12
月
16
日
㈫
午
前
10
時　

と

こ
ろ　

市
民
体
育
館　

講
師　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
林
恭
子

氏　

定
員　

先
着
30
人※

動
き

や
す
い
服
装
で
、
上
靴
を
持
参

　

●申
●問
守
口
第
４
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
２
５
０
・

７
８
７
８
）

★
介
護
予
防
教
室
「
音
楽
療
法

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！
〜
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
季
節
の
歌
が

楽
し
め
ま
す
〜
」
　
と
き　

12

月
19
日
㈮
午
後
２
時　

と
こ
ろ

　

市
民
保
健
セ
ン
タ
ー　

講
師

　

樋
山
佐
代
子
氏　

●問
守
口
第

５
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
９
２
・
１
１
８
０
）

★
映
画
「
め
ぐ
み
〜
引
き
裂
か

れ
た
家
族
の
30
年
〜
」
上
映
会

　
と
き　

12
月
14
日
㈰
午
後
１

時
10
分　

と
こ
ろ　

ド
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
府
立
男
女
共
同
参

画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）　

内

容　

政
府
の
取
り
組
み
報
告
お

よ
び
映
画
上
映
会　

定
員　

先

着
150
人
（
当
日
受
付
）　

●問

府
府
民
文
化
部
人
権
局
（
☎
６

２
１
０
・
９
２
８
０
）

★
ク
リ
ス
マ
ス
会
　
障
害
の
あ

る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
ど

う
ぞ
。
　
と
き　

12
月
17
日
㈬

午
後
１
時
30
分　

と
こ
ろ　

教

育
文
化
会
館
（
中
央
公
民
館
）

５
階
ホ
ー
ル　

参
加
費　

600
円

★
自
衛
官
な
ど　

▽
高
等
工
科

学
校
生　

対
象　

17
歳
未
満
の

中
学
卒
（
見
込
み
含
む
）
男
子

　

受
付
期
間　

１
月
９
日
㈮
ま

で
▽
自
衛
官
候
補
生　

対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子　

受
付
期
間　

１
月
16
日
㈮
ま
で

　

●申
●問
自
衛
隊
枚
方
出
張
所

（
☎
072
・
841
・
０
６
１
８
）

★
介
護
予
防
教
室
「
大
正
琴
の

音
色
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
歌

い
ま
し
ょ
う
」
　
と
き　

12
月

18
日
㈭
午
後
１
時
30
分　

と
こ

ろ　

東
公
民
館　

講
師　

杉
谷

美
保
子
氏　

●問
守
口
第
１
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
９

０
４
・
８
９
０
０
）

★
家
族
介
護
教
室
「
い
く
ら
か

か
る
の
？
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居

費
用
〜
後
悔
し
な
い
住
み
替
え

の
た
め
に
〜
」
　
と
き　

12
月

13
日
㈯
午
後
１
時
30
分　

と
こ

ろ　

ふ
れ
あ
い
の
家　

講
師　

社
会
福
祉
士
・
宅
地
建
物
取
引

主
任
者
・
相
松
透
氏　

●問
守
口

第
１
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
０
４
・
８
９
０
０
）

★
介
護
予
防
教
室
「
来
年
は
未

年
！
干
支
飾
り
を
作
っ
て
、
楽

し
く
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う

♪
」
　
と
き　

12
月
16
日
㈫
午

前
10
時　

と
こ
ろ　

北
部
公
民

館　

講
師　

好
本
千
穂
子
氏　

定
員　

先
着
20
人　

●申
●問
守
口

第
３
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
０
８
・
２
８
０
８
）

★
介
護
予
防
教
室
「
高
齢
者
の

た
め
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
〜
リ
ズ

ム
に
あ
わ
せ
、
楽
し
ん
で
体
を

え　

 

と

ひ
つ
じ

市
民
・
大
日
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
12
月
４
日
㈭
午
後
５
時
30
分

〜
７
時
30
分

▽
12
月
20
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
先　

総
合
窓
口
課
（
☎
６

９
９
２
・
１
５
２
５
）

　

戸
籍
サ
ー
バ
ー
の
保
守
点
検

作
業
の
た
め
、
下
記
の
日
時
は

戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
、
戸
籍

附
票
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん

（
申
請
は
予
約
受
付
に
な
り
ま

す
）。

　

な
お
、
住
民
票
の
写
し
・
印

鑑
登
録
証
明
書
は
、
従
来
通
り

交
付
で
き
ま
す
。

政
治
家
の
寄
附
、

有
権
者
の
寄
附
要
求
は
禁
止

政
治
家
の
寄
附
、

有
権
者
の
寄
附
要
求
は
禁
止

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
は
、
お
歳
暮
や
年

賀
な
ど
贈
り
物
の
多
く
な
る
季

節
で
す
。

　

し
か
し
、
政
治
家
が
選
挙
区

内
の
人
に
金
銭
や
物
を
贈
っ
た

り
、
年
賀
状
な
ど
を
出
す
こ
と

めいすいくん

お詫びと訂正
　広報もりぐち 11 月 1 日号 1面の「守口市の人口（平

成 26 年 10 月 1 日現在）」の表記に誤りがありました。

　お詫びし訂正いたします。

（誤）人口 145,696 人 (男 71,034 人 女 74,662 人)

（正）人口 145,287 人 (男 70,738 人 女 74,549 人)

　　問合先 広報広聴課（☎6992-1353､1356)

No.1419広報13 平成２６年１２月１日



＜広告＞

１. 学びとつながりを深め、豊かな心と生きる力が育つまち
２. 一人ひとりの人権が尊重され、健康でいきいきと安心して
暮らせるまち

３. 交通の便の良さを活かした、にぎわいと活力あふれるまち
４. 自然環境と調和し共生する安全・安心なまち

問合先　企画課（☎

基本目標

第五次守口市総合基本計画将来都市像

育つ・にぎわう・響きあう
人と心が集うまち　守口
～歓響都市　もりぐち～

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

え
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先　

１
月
５
日
㈪

ま
で
に
、
守
口
門
真
商
工
会
議

所
青
年
部
事
務
局
（
☎
６
９
０

９
・
３
３
０
３
）

　

こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
お
宝

を
鑑
定
し
て
も
ら
い
ま
せ
ん

か
。
時
代
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い

ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
応
募
し
て

下
さ
い
。

と
き　

３
月
８
日
㈰
午
後
１
時

開
演

と
こ
ろ　

大
阪
国
際
大
学
内
奥

田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル

※

お
宝
を
募
集
中
。
選
考
の
結

果
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
お
答

広告掲載のお問い合わせは、（株）ライダース・パブリシティ（☎6343-0331）へ。

守
口
門
真
商
工
会
議
所
青
年

部
創
立
30
周
年
記
念
事
業

守
口
門
真
商
工
会
議
所
青
年

部
創
立
30
周
年
記
念
事
業

テ
レ
ビ
東
京
系

﹁
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
﹂が

守
口
・
門
真
に
や
�
て
く
る
！

テ
レ
ビ
東
京
系

﹁
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
﹂が

守
口
・
門
真
に
や
�
て
く
る
！

テ
レ
ビ
東
京
系

﹁
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
﹂が

守
口
・
門
真
に
や
�
て
く
る
！

テ
レ
ビ
東
京
系

﹁
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
﹂が

守
口
・
門
真
に
や
�
て
く
る
！

　

10
月
22
日
、
市
日
本
拳

法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
７

人
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
収

め
た
結
果
（
下
表
）
を
報

告
す
る
た
め
、
守

口
市
役
所
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、

大
会
に
至
る
経
緯

や
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
話
し
、
西
端

勝
樹
市
長
は
「
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
み
な
さ
ん

の
練
習
の
成
果
が

出
て
、
今
回
の
結

果
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
次
回
は
、

さ
ら
に
良
い
成
績
や
強
さ
を
維

持
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ

い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

間
ほ
ど
涼
し
い
暗
所
に
置
い
て

お
く
こ
と
で
、
渋
味
が
抜
け
甘

く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
両
手
に
渋
柿
を
持
ち
、
渋

　

柿
の
生
産
が
全
国
一
で
あ

り
、
市
と
友
好
提
携
し
て
い
る

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
の
協
力

に
よ
り
、
10
月
21
日
に
寺
方
小

学
校
４
年
生
・
南
小
学
校
３
年

生
、
27
日
に
八
雲
小
学
校
４
年

生
が
、
柿
の
渋
抜
き
体
験
学
習

を
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
職

員
か
ら
柿
の
説
明
を
受
け
、
渋

柿
と
渋
抜
き
を
し
た
柿
を
試
食

し
渋
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
初

め
て
渋
柿
を
食
べ
、
驚
く
子
ど

も
も
い
ま
し
た
。

　

「
柿
の
渋
抜
き
」
は
、
渋
柿

の
ヘ
タ
の
部
分
を
一
度
お
酒

（
焼
酎
な
ど
）
に
浸
け
、
一
週

抜
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
渋
抜
き
体
験
に
、

子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
西
村
嘉

市
さ
ん
（
本
町
在
住
）

が
守
口
市
教
育
委
員
会

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

西
村
嘉
市
さ
ん
は
、

昭
和
55
年
か
ら
現
在
ま

で
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

や
普
及
に
長
年
尽
力

し
、
さ
ら
に
府
や
北
河

内
規
模
で
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
係
る
協
議
会
の

要
職
を
務
め
ら
れ
た
こ

と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功

労
者
と
し
て
「
平
成
26

年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

受
賞
す
る
ま
で
に
苦
労
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、
首

藤
修
一
教
育
長
は
「
こ
れ
か

ら
も
体
に
気
を
つ
け
て
、
引

き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

努
め
て
下
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
と
う
こ

う
幼
稚
園
で
稲
刈
り
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

稲
作
を
通
じ
て
セ
ン
タ

ー
会
員
と
園
児
と
の
世

代
間
交
流
事
業
と
し

て
、
市
立
幼
稚
園
お
よ

び
保
育
所
（
計
９
か

所
）
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
会
員
が
鎌

の
持
ち
方
と
稲
の
刈
り

方
を
説
明
し
、
園
児
と

一
緒
に
稲
を
刈
り
取
り

ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
園
児
は

鎌
を
持
つ
の
が
初
め
て

で
緊
張
し
た
面
持
ち
で

し
た
が
、
刈
り
取
る
時

の
ザ
ク
ザ
ク
と
い
う
音
に
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
始
め
、
刈
り
取
っ
た

稲
を
高
々
と
差
し
上
げ
る
園
児

も
い
ま
し
た
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
は
、
玄
米
ま

で
仕
上
げ
た
あ
と
、
米
の
パ
ン

作
り
に
利
用
し
ま
す
。

　

10
月
21
日
、
エ
ス
ア

ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
（
奥
井
明
社
長
、
村

橋
香
会
長
、
難
波
江
一

美
常
務
取
締
役
）
が
、

守
口
市
役
所
を
訪
れ
、

災
害
対
策
用
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
発
電
機

５
台
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

　

西
端
勝
樹
市
長
、
首

藤
修
一
教
育
長
は
「
近

年
自
然
災
害
が
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。
災
害
の

備
え
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し

た
。

災
害
対
策
用

発
電
機
の
寄
贈

災
害
対
策
用

発
電
機
の
寄
贈

災
害
対
策
用

発
電
機
の
寄
贈

災
害
対
策
用

発
電
機
の
寄
贈

稲
刈
り
を
し
た
よ

稲
刈
り
を
し
た
よ

稲
刈
り
を
し
た
よ

稲
刈
り
を
し
た
よ

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〜

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〜

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〜

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〜

文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

〜
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〜

市
日
本
拳
法

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
表
敬
訪
問

市
日
本
拳
法

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
表
敬
訪
問

氏名 学校名・学年 大会名 成績

辻本　雅登

仲川　嬉一

仲川　呼幸

安部　いつさ

安部　王彬

前田　琴音

飯田　瑠

前田　稔輝

門真市立東小1年

門真市立沖小1年

門真市立沖小6年

大東市立泉小1年

大東市立泉小1年

守口市立第四中1年

守口市立第四中3年

商大堺高校3年

第11回西日本少年大会

第25回大阪府スポーツ少年団日本拳法競技大会

第11回西日本少年大会

第11回西日本少年大会

2014年総合選手権 予選大会

2014 総合選手権大会(全国大会)

第11回西日本少年大会

2014年総合選手権 予選大会

第25回大阪府スポーツ少年団日本拳法競技大会

2014年総合選手権 予選大会

2014 総合選手権大会(全国大会)

第44回全･日本拳法高校個人選手権大会

全国高等学校日本拳法選抜大会

西日本高等学校日本拳法選手権大会

優勝

3位

準優勝

準優勝

準優勝

3位

3位

優勝

優勝

準優勝

優勝

優勝

優勝

準優勝

渋
味
か
ら
甘
味
へ

           

〜
柿
の
渋
抜
き
体
験
学
習
〜

渋
味
か
ら
甘
味
へ

           

〜
柿
の
渋
抜
き
体
験
学
習
〜

広報 14平成２６年１２月１日No.1419



＜広告＞ ＜広告＞

広告掲載のお問い合わせは、（株）ライダース・パブリシティ（☎6343-0331）へ。広告内容に関する一切の責任は広告主へ帰属します。

く
の
人
が
参
加
し
、
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぎ
な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
相

談
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
多

　

10
月
18
日
、
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ

ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
」

が
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ
ェ
ア

（
京
阪
守
口
市
駅
前
）
で
同
時

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
（
駅
前
道
路

休
憩
施
設
）
で
は
、
市
立
第
四

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
始
ま
り
、

よ
さ
こ
い
踊
り
、
お
と
う
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
、
沖
縄
舞
踊
な
ど
多

彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
模
擬

店
、
釘
打
ち
・
カ
ン
ナ
か
け
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
包
丁
研

　

10
月
17
日
、
正
岡
実
桜
さ
ん

（
藤
田
町
在
住
・
大
久
保
小
３

年
）
が
守
口
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

正
岡
さ
ん
は
、
カ

ラ
テ
ド
リ
ー
ム
カ
ッ

プ
２
０
１
４
国
際
大

会
（
８
月
に
東
京
都

で
開
催
）
に
出
場

し
、
小
学
女
子
低
学

年
の
部
で
見
事
優
勝

し
ま
し
た
。

　

大
会
出
場
に
至
っ

た
経
緯
や
苦
労
し
た

こ
と
な
ど
を
報
告

し
、
西
端
勝
樹
市
長
は
「
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
練
習
し
て
、

さ
ら
に
強
く
な
っ
て
下
さ
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
将
来
は

相
撲
の
指
導
者
に
な
り
た
い
で

す
」
と
述
べ
、
西
端
勝
樹
市
長

は
「
来
年
も
優
勝
し
て
、
将
来

は
よ
い
指
導
者
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。｠

　

10
月
17
日
、
田
中
雅
樹
さ
ん

（
外
島
町
在
住
・
関
西
学
院
大

学
３
年
）
が
守
口
市
役
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

予
選
で
優
勝
し
、
第
39
回
全

国
学
生
相
撲
個
人
体
重
別
選
手

権
大
会
（
９
月
に
大
阪

府
で
開
催
）
に
出
場

し
、
75
㎏
未
満
級
で
優

勝
し
ま
し
た
。

　

小
学
４
年
生
か
ら
兄

の
影
響
を
受
け
て
相
撲

を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
に
出
場
し
、
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
、
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　

田
中
さ
ん
は
「
た
く

さ
ん
練
習
し
て
優
勝
で

ん
）
の
５
人
は
大
会
高
得
点
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
楽
し
く
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

市
民
投
稿　

長
（
佐
太
中
町
）

　

10
月
３
・
４
・
５
日
、
第
27

回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大

会
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２

０
１
４
」
が
栃
木
県
宇
都
宮
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

栃
木
県
全
町
に
分
か
れ
て
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
が
開
催
さ
れ
る

中
、
出
場
し
た
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
は
御
用
邸
の
あ
る

那
須
町
で
、
台
風
の
影
響

で
小
雨
ま
じ
り
の
中
ス
タ

ー
ト
。
上
り
下
り
の
坂
と

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で

し
た
が
、
60
組
の
参
加
者

の
中
で
、
守
口
フ
ァ
イ
ブ

（
市
公
認
ス
ポ
ー
ツ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
・
竹
岡
敏
亘
さ

ん
・
伊
庭
昌
志
さ
ん
・
時

森
美
智
子
さ
ん
・
古
家
裕

美
さ
ん
・
長　

美
代
子
さ

守
口
に
も
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

10
月
23
〜
26
日
の
間
、
ム
ー

ブ
21
で
「
守
口
の
誇
る
文
化
財

〜
市
内
の
名
所
・
旧
跡
を
写
真

で
見
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
市

文
化
財
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
に
伝
わ
る
文
化
財
の
写

真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
同
時
開

催
と
し
て
「
愛
知
県
史
」
に
も

紹
介
さ
れ
た
中
西
家
の
古
文
書

な
ど
の
公
開
も
行
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
約
200
人
が
訪

れ
、
最
終
日
に
は
説
明
会
も
開

催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
も
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
「
府
外

で
も
紹
介
さ
れ
る
文
化
財
が
、

ン
テ
ス
ト
）
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
華
麗
で

力
強
い
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
屋
台
や
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
同
時
開
催
さ
れ
１
日

中
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
市
商
業
連
盟
主

催
の｢

第
14
回
守
口
商
業
ま
つ

り
」
が
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ス
ク
ウ

ェ
ア
（
京
阪
守
口
市
駅
前
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
（
駅
前
道
路

休
憩
施
設
）
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
第
３
回
ダ

ン
ス
の
チ
カ
ラ
選
手
権
（
３
歳

〜
中
学
生
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
コ

ね
ん
り
ん
ピ
�
ク
栃
木
で
金
！

ね
ん
り
ん
ピ
�
ク
栃
木
で
金
！

ね
ん
り
ん
ピ
�
ク
栃
木
で
金
！

ね
ん
り
ん
ピ
�
ク
栃
木
で
金
！

市
文
化
財
展
開
催
！

市
文
化
財
展
開
催
！

市
の
文
化
財
が
一
堂
に
!!

市
の
文
化
財
が
一
堂
に
!!

決
ま
り
手
は
「
突
き
落
と
し
」

決
ま
り
手
は
「
突
き
落
と
し
」

相
撲
大
会
優
勝

相
撲
大
会
優
勝

第１４回守口商業まつり
買って！味わって！楽しんで！

見
事
！

組
手
部
門
で
優
勝

見
事
！

組
手
部
門
で
優
勝

盛
大
に
楽
し
く
！

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
・

          

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
・

          

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ア
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道

水

道
水
下

公
共
ま
す

版
存
保

に
理
修
急
緊
の
始
年
・
末
年

）
７
７
７
６
・
１
９
９

道
水
下
共
公
の
始
年
・
末
年

に
り
ま
詰
の
備
設
水
排
び
よ
お

）
１
２
２
１
・
２
９

応 急 診 療

名
設
施
目
科

）
☎ 所 在 地

所
療
診
急
応
日
休
科
児
小
・
科
内 ～

～

～
～

～
～

～
～

０
７
９
９
・
８
９
９
６

歯

科

～
～

～
～

～
～

５
４
９
９
・
８
９
９
６

内
科
・
小
児
科

（診療受付時間）

～

）

５
５
５
７
・
０
４
８
・
２
７
０

所
療
診
病
急
央
中
市
阪
大

科
児
小
・
科
内

１
２
３
０
・
４
３
５
６

（受付時間）

～

科
喉
咽
鼻
耳
・
科
眼

（受付時間）

～

大
阪
府
歯
科
医
師
会

附
属
歯
科
診
療
所

６
８
８
８
・
２
７
７
６休日緊急歯科診療

（受付時間）

～

夜間緊急歯科診療
（診療時間）

～

翌日
年中無休

（受診時要事前連絡）

※12月27(土)・28日(日)、1月1(祝)～4日(日)は休業 ※12月27(土)～1月4日(日)は休業

０
０
６
２
・
４
７
７
６

※いずれも受診の際は、健康保険証を持参して下さい。

急な病気やけがで判断に困ったら…
小児救急電話相談　　＃8000
救急安心センターおおさか　＃7119

大阪府医療機関情報システム
大阪の病院・診療所を探せます。
http://www.mfis.pref.osaka.jp/

救急病院などの問合せは守口市門真市消防組合消防本部

版
存
保

版
存
保 年末・年始の

業務あんない

ご　　　　　　み
燃やすごみ 

（生ごみ・台所ごみなど） 月・木曜日収集の地域 火・金曜日収集の地域

年　　　末 日（月）まで

5

29 30

6

日（火）まで

年　　　始 月 日（火）から通常どおり

プラスチック製容器包装

年　　　末 月 31日（水）まで

年　　　始 7       より

粗大ごみ、びん・ガラス、
空き缶、古紙・古布、
ペットボトル

1月5日(月)より通常どおり
1月1・2日（第１木・金）の粗大ごみ収集は、休業の
ため、1月29・30日(第5木・金)に変更して収集します。

※1月5(月)・6日(火)の粗大ごみ収集の予約申込が必要な人
は、12月26日(金)までにお願いします。

資源ごみ（びん・ガラス、空き缶、ペットボトル）
については月曜収集の地域は12月29日(月)、火曜収集
の地域は12月30日(火)まで収集します。

年始

年末 臨時ごみ収集（有料）

年　　　末 月 26日（金）まで

年　　　始 月 8日（木）から

※新年分収集の受付は、 月 26日（金）までです。
　件数に限りがありますので、早めに予約して下さい。

クリーンセンターへの直接持ち込み（有料） 受　付　時　間 犬・猫など死体（収集・持ち込み）

年　　末 月 26日（金）まで ～
～

年　　　末 日（水）まで

年　　始 月 5日（月）から 年　　　始 月 日（月）から

【問　合　先】
クリーンセンター（寺方錦通 　☎ ）

【申込・問合先】
電話受付センター（☎ 、

主な施設の年末・年始カレンダー（12/27～1/5）

日
施設名

27
（土）

28
（日）

 29 ～　3
（月）～（土）

4
（日）

5
（月） ☎

市 役 所

市民サービスコーナー

大日サービスコーナー

市 民 保 健 セ ン タ ー

水 道 局

市 民 体 育 館

エ ナ ジ ー ホ ー ル

も り ぐ ち 歴 史 館
「旧 中 西 家 住 宅」

公 民 館 中央 休

休

休

休

国 際 交 流 セ ン タ ー

佐太
老人福祉センター

佐太 

菊水 菊水 

障害者・高齢者交流会館

児 童 セ ン タ ー

子育て支援センター

花 図 か ん

世 木 公 園 釣 り 池

京阪電鉄本線 西三荘

道
り
と
ゆ
荘
三
西

波
橋

校
学
小

宮
大

園
公

大宮中央公園守口市

宮之阪

常翔啓光
学園高京阪交野線

天野川

枚方市役所
枚方市

かささぎ橋 枚方市民
病院

京阪交野線
枚方市役所

枚方市

枚方市民
病院

京阪電鉄本線

大宮中央公園

西三荘

守口市

道
り
と
ゆ
荘
三
西

波
橋

校
学
小

宮
大

園
公

北河内夜間救急センター
（枚方市立保健センター４階）

枚方市民
病院

四
つ
橋
筋

な
に
わ
筋

あ
み
だ
池
筋

安治
川

地下鉄
鶴橋駅

鶴
橋

桃
谷

玉
造
筋

大
阪
府
歯
科
医
師
会

Ｊ
Ｒ
環
状
線

桃
谷
公
園

湯
川
胃
腸

病
院

四
つ
橋
筋

な
に
わ
筋

あ
み
だ
池
筋

安治
川

地下鉄
鶴橋駅

鶴
橋

桃
谷

玉
造
筋

大
阪
府
歯
科
医
師
会

Ｊ
Ｒ
環
状
線

桃
谷
公
園

湯
川
胃
腸

病
院

大阪市天王寺区

診
急
応
日
休

所
療
（

）
健
保
民
市

北河内夜間救急センター
（枚方市立保健センター4階）

(火)･(水) (金)･(土)(祝) (日)

（火） （日）

（日） （日）

（火） （日）

28

5

※12月27㈯･28日㈰は、フィットネスルームのみ使用可。
　 1月4日㈰のフィットネスルームは、午後から使用可。

休

休

休

※

休

※

休

休

休

休

休

休

休

※

休

休休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休
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